
北海道

富樫　智裕
札幌支部・中央副執行委員長

　組合員一人ひとりが主体性をもって
組合活動に参画していただけるように、
内側から活性化を図り“より魅力ある組
織の実現”を目指します。

新潟

谷口　好子
佐渡支部・執行委員

　頑張って働いている仲間が、自分の
職種に誇りを持って働けるように。そ
して、資格を持っている人は、自分が、
その職種になりたいと思った初心の時
のようなモチベーションで働き続けら
れるように現場の声を伝えていきたい
から。

新潟

太田　智英
糸魚川支部・副執行委員長

　人は一人ひとり違うもの、様々な考えがあっ
ていい。大きな目標を据えることで、それこそ
様々な見方や方法で目標に向かうことができる
ことを目指したい。

岐阜

谷川　堅哉
西濃厚生病院支部・支部書記長

　本年度の岐厚労の要求である「待機手当の
新設について」強い気持ちで勝ち取りたいと思
い、プラカードの言葉としました。

広島

村上　直己
尾道支部・書記次長

　36歳年男。仕事も働き盛り。プライベートも子育
て真っ盛り。どちらも譲らず行っていけるようワーク
ライフバランスの向上を目指してやっていきます！

三重

近藤　克哉
鈴鹿厚生支部・中央執行委員

　～ＮＥＸＵＳ～は繋がりを意味しています。三厚労の青年部長をして
いた時以来の組合役員となり、横の繋がりをしっかりとしていきたい
と思います。組合員の皆さんが働きやすい職場作りを目指し、奮闘
したいと考えています。宜しくお願いします。

徳島

大和　崇史
徳厚労・副執行委員長

　賃上げ気運が溢れていますが、医療業界では経営者も労働者も物
価上昇に対応していない診療報酬に手を焼いています。巳年は挑戦
や変化に前向きな姿勢を示す年と言われており、自分や組合は何が
できるか考えて、巳年にあやかって、変化を恐れず、思い切って挑
戦するしかないですよね。

長野

宮本　奈々
北信支部・青年部事務局長

　日々、たくさんの事を学びながら働いています。大変
なこともありますが、そんな中でも笑顔を忘れず、スタッ
フとの挨拶やコミュニケーションを大切にしながら健康第
一に働いていきたいです。今年もよろしくお願いします！

秋田

小松　宝広
由利支部・中央執行委員

　巳が脱皮を繰り返して成長するように、
職場環境の改善に向けて一歩ずつ前進でき
るよう、精一杯努力してまいります。

茨城

篠﨑　廣
土浦支部・支部書記長

　昨年はベースアップ400円でしたが、
更なるベースアップに挑戦したいです。
また、個人的には臨床検査技師として
11年目を迎えるため、新たな取り組み
にも挑戦したいです！

富山

京田　壮司
滑川病院支部・書記次長

　書記次長となり、組合活動を通
して自分たちの権利や職場環境に
ついて学ぶことができました。これ
からも気の合うスタッフと長く働き
続けられる職場環境を目指して、
組合活動に取り組んでいきたいと
思います。

平井　身江子
高岡病院支部・中央執行委員

　中央執行委員となり、今まで以
上に自分の働く環境や権利など考
えるようになりました。皆の思いを
聞き、少しでも皆が元気で働き続
けようと思う職場環境に近づけら
れたらと思います。

　あけましておめでとうございます。縁起が良いとされる年男・年女の役員の皆さんに、
2025年の労働組合の抱負をアピールして頂きました。医療労働者が元気に働き続けら
れる職場を目指して、今年も全厚労“団結”してがんばっていきましょう。本年も全厚労
ニュースをよろしくお願いします。

熱い想いは、ヘビ　 巳年巳年 級
https://www.zenkouro.org/
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
30
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
11
月
号
の
答
え
は
「
い
の
ち
ま
も
る
」
ま
た
は
「
つ
る
べ
お

と
し
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
）」
で
、
当
選
倍
率
は
２
・
０
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワー
ドはすべてＱＲコードよりスマホから投稿でき
ます。氏名・住所・希望景品（図書カード
又はクオカード）は必須事項です。

脱
皮
の
年
に

　
着
道
楽
か
つ
気
に
入

っ
た
服
は
着
ら
れ
な
く

な
っ
て
も
捨
て
ら
れ
ず
、

押
し
入
れ
に
溢
れ
て
い

ま
す
。
２
０
２
４
年
は

「
服
を
買
わ
な
い
」
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
や
っ
て
み

ま
し
た
。
結
果
は…

つ

い
旅
先
で
浮
か
れ
、
ご

当
地
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
買
っ

て
し
ま
い
微
妙
〜
に
達
成
な
ら

ず
。
25
年
も
買
わ
な
い
チ
ャ
レ

ン
ジ
は
続
け
、
お
肉
を
落
と
し
、

お
気
に
入
り
の
服
を
着
て
い
き

た
い
で
す
。            

　（
Ｅ
Ｎ
）

頑張る仲間

　村上総合病院で感染管理認定看
護師として働いており、今年度よ
り執行委員を務めます。
　組合員のみなさんの声を届け、
働きやすい職場環境が提供できる
ように微力ながら精一杯がんばり
ます。
　昨年から筆文字を習い始めまし
た。文字を書く時間は、集中して
楽しい時間です。言葉には言霊が

宿るといわれています。素敵な言葉を綴っていきたいと思います。
　今後も組合の活動にみなさんからご支援の程よろしくお願いいたします。
　ともに頑張りましょう！

　山口県厚生連労働組合の田嶌圭佑です。
　趣味と言えるほどではないですが、運動は
好きで野球やバレーボールなどの病院行事に
はもれなく参加しています。
　組合活動は３年目で、今は副中央執行委員
長という重責を担わせて頂いております。私
たちの組合活動では、職員が長く安心して働
ける環境作りを重視し働き甲斐のある職場を
提供することで、職員の定着と安定した医療
提供を目指しています。
　また地域社会と連携した取り組みを積極的
に進め、地域の皆様が安心して利用できる医
療環境を共に築いていきたいと考えています。
　これからも、病院の職員の満足度向上に全力で取り組んでまいります。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第202回は新潟・山口にお願い
しました。

新潟　田中美保さん

山口　田嶌圭佑さん

　戸別訪問で「瓦がズレてる。保険が使えるか
ら直した方がいい」など、不安を煽って家の修
理を促し、保険が使えない高額修理や法外な報
酬請求をされてトラブルになるケースが増えてい
ます。とくに台風や大雪、地震など自然災害が
発生した後に、トラブルが多くなります。点検

すると言われ屋根に上
らせてしまうと、わざ
わざ屋根を壊す業者も
存在します。国民生活
センターなどへの相談
はこの５年で約３倍に
もなっています。

　保険や共済は災害で壊れた部分のみが保障対
象ですが、悪徳業者は経年劣化など対象にはな
らない部分まで修理をして、虚偽の理由で加入
者に保険金や共済金を請求させることもありま
す。これは詐欺です。業者だ
けでなく、請求をした加入者
も詐欺に加担したとして罪に問
われる場合があります。災害
で被害がでた場合は、まずは
ご自身の安全を確保した上で、
医労連共済にご連絡ください。

全厚労　
全国の活動を
ポスト中！

業者トラブル
増えています
業者トラブル
増えています

「保険使える」ご用心

☎0120―160931

医労連共済に、ご連絡を

を
通
し
、
各
分
科
会
で
活
発
に

議
論
し
、
真
剣
に
各
県
の
状
況

を
伝
え
合
い
質
問
し
合
う
場
面

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の

特
別
報
告
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い

て
の
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
報
告
か

ら
川
柳
作
成
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
第
３
分
科

会
恒
例
の
紙
人

形
劇
の
練
習
を

行
い
ま
と
め
集

会
で
発
表
し
ま

し
た
。

　
第
４
分
科
会

テ
ー
マ
は
厚
生

連
病
院
の
果
た

す
べ
き
役
割
〜
仕
事
の
悩
み
と

ス
ト
レ
ス
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

〜
。
初
日
は
浅
草
寺
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
、
２
日
目
は
仕
事
の

悩
み
と
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
茨
厚
労
土
浦
支
部
の
予

防
医
療
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

て
い
る
我
（
わ
れ
）
が
ま
ま

教
室
（
集
団
教
室
）
の
取
り

組
み
と
、長
厚
労
佐
久
支
部
・

下
伊
那
支
部
か
ら
長
野
厚
生

連
の
う
た
ご
え
活
動
や
「
第

38
回
医
療
の
う
た
ご
え
全
国

祭
典
in
な
が
の
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
２
本
の
レ
ポ
ー

ト
を
報
告
。「
厚
生
連
の
成

り
立
ち
」
に
つ
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
初
日
の

思
い
出
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
様
に
３

日
間
全
て
を
現
地
参
加
で
き

る
形
式
で
の
開
催
と
し
た
今

集
会
で
は
、
参
加
者
の
交
流

　
２
日
目
後
半
と
３
日
目
は
４

分
科
会
を
開
催
。
第
１
分
科
会

の
テ
ー
マ
は
医
療
労
働
者
と
地

域
と
の
か
か
わ
り
〜
視
野
を
広

げ
て
地
域
を
見
よ
う
〜
。
長
友

先
生
に
助
言
者
と
し
て
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
医
療
を

守
る
住
民
運
動
の
報
告
や
、
地

域
医
療
構
想
・
第
８
次
医
療
計

画
の
学
習
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
か
ら
見
た
地
域
の
医

療
・
介
護
な
ど
に
つ
い
て
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
分
科
会
テ
ー
マ
は
安

心
・
安
全
の
医
療
は
使
命
感
だ

け
で
は
守
れ
な
い
！
や
っ
ぱ
り

大
切
に
し
た
い
『
働
き
が
い
』

〜
厚
生
連
医
療
の
未
来
の
た
め

に
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
〜
。
３
つ

の
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
茨
厚
労

の
経
験
か
ら
、
当
時
の
職
員
の

声
や
、
組
合
解
散
と
徳
厚
労
加

入
時
の
教
訓
な
ど
を
報
告
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

開
催
。
佛
教
大
学
准
教
授
の
長

友
薫
輝
先
生
を
お
呼
び
し
、「
今
、

地
域
医
療
に
必
要
な
こ
と
〜
第

８
次
医
療
計
画
か
ら
考
え
る
人

口
減
少
と
医
療
格
差
〜
」
と
題

し
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
１
９

８
０
年
代
の
「
医
療
費
亡
国

論
」
か
ら
続
く
国
の
公
的
医
療

費
の
抑
制
手
法
や
、診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
の
動
向
、
第
８
次
医

療
計
画
や
地
域
医
療
構
想
、
そ

れ
に
伴
い
そ
こ
で
働
く
労
働
者

へ
の
影
響
な
ど
を
解
説
頂
き
ま

し
た
。
長
友
先
生
の
講
演
で
印

象
に
残
っ
た
フ
レ
ー
ズ
は
「
撤

退
戦
」。
農
村
地
域
・
へ
き
地

医
療
を
担
う
厚
生
連
の
使
命
と

重
要
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
湯
瀬
直
樹
事
務
局
長
の
基
調

報
告
で
は
、
今
集
会
の
サ
ブ
テ

ー
マ
「
誰
の
た
め
の
厚
生
連
医

療
な
の
か
」
に
つ
い
て
、
厚
生

連
の
病
院
は
地
域
に
根
差
し
地

域
と
の
交
流
を
大
切
に
し
な
が

ら
医
療
や
介
護
を
提
供
し
て
き

ま
し
た
が
、
近
年
、
現
場
の
状

況
も
変
化
し
本
来
の
厚
生
連
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
、
も
う
一
度

そ
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論

か
ら
設
定
し
た
と
本
集
会
の
意

義
を
強
調
し
ま
し
た
。
私
た
ち

が
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
現
場

で
働
く
プ
ロ
で
あ
る
と
同
時
に
、

社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
な
が
ら
、「
誰
の
た
め
に
」

働
き
、
行
動
し
て
い
る
の
か
。

そ
の
た
め
に
「
何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
」。
私
た
ち

が
力
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
そ

も
そ
も「
何
が
必
要
な
の
か
」

に
充
分
な
答
え
は
出
な
い
ま
で

も
、
皆
さ
ん
と
こ
の
集
会
で
論

じ
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
厚
生
連

の
未
来
を
語
ら
い
、
そ
の
意
義

を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
現
地
開
催
で
ス
タ

ー
ト
。
安
本
真
理
子
運
営
委
員

長
が
、
医
療
研
究
集
会
の
紹
介

と
共
に
、
医
療
研
運
動
の
意
義

と
課
題
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
特
別
報
告
は
２
本
。
１
本
目

は
岐
厚
労
の
佐
藤
雅
俊
中
央
執

行
委
員
長
よ
り
、
岐
阜
県
厚
生

連
で
の
医
療
再
編
に
つ
い
て
、

岐
阜
県
内
５
つ
の
二
次
医
療
圏

で
の
医
療
資
源
の
偏
在
や
厚
生

連
の
状
況
、
再
編
に
よ
る
地
域

住
民
の
声
や
職
員
の
課
題
を
組

合
の
立
場
か
ら
ご
報
告
頂
き
ま

し
た
。

　
２
本
目
は
徳
厚
労
の
天
野
智

行
副
執
行
委
員
長
よ
り
、「
病

院
合
併
の
経
験
〜
吸
収
合
併
さ

れ
る
側
の
立
場
か
ら
〜
」
と
題

し
、
旧
阿
南
共
栄
病
院
と
旧
阿

南
医
師
会
中
央
病
院
の
合
併
時

基調報告
湯瀬直樹事務局長

長友薫輝先生
３日間

ご参加いただきました

西
南
支
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
「
み
ん
な
で
一
緒
に
４
０

０
０
歩
！
in
境
町
　
西
南
ウ
ォ

ー
ク
」
の
取
組
み
、
三
厚
労
鈴

鹿
厚
生
支
部
コ
ロ
ナ
禍
を
越
え

て
再
開
し
た
「
夏
フ
ェ
ス
・
ス

ポ
レ
ク
」
に
取
組
ん
で
、
岐
厚

労
西
美
濃
支
部
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
活
用
し
た
福
利
厚
生
の
取
組

み
を
報
告
。
参
加
者
交
流
企
画

と
し
て
の
「
社
会
技
能
訓
練
」

を
や
っ
て
み
よ
う
！
や
、
静
厚

労
の
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
現

地
か
ら
の
中
継
レ
ポ
ー
ト
も
行

い
ま
し
た
。

　
第
３
分
科
会
テ
ー
マ
は
病
院

を
地
域
に
開
く
〜
取
り
戻
そ
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
。
熊

総
労
の
新
歓
交
流
会
と
神
厚
労

の
退
勤
調
査
の
取
組
２
０
０
人

部員募集中です

岐
阜
の
医
療
再
編
と

徳
島
合
併
時
の
教
訓
か
ら
学
ぶ

じ
っ
く
り
し
っ
か
り
語
り
合
う

４
分
科
会
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

第
８
次
医
療
計
画
を
学
ぶ

　 

厚
生
連
の
未
来
を
語
ろ
う

誰
の
た
め
の
厚
生
連
医
療
な
の
か

徳厚労
天野智行副執行委員長

岐厚労
佐藤雅俊中央執行委員長

第１分科会　医療計画を学ぶ

第２分科会　鈴鹿厚生病院の社会技能訓練をやってみよう！

第３分科会　紙人形劇を終えて

佐久総合病院音楽部のお２人

第
４
分
科
会
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞

「組合員専用」ページで
レジメ・動画が
視聴可能

（パスワードは
各単組本部まで）

第
41
回
医
療
研
究
集
会
in
東
京

　
11
月
15
〜
17
日
に
か
け
全
厚
労
第
41
回
医
療
研
究
集
会
を
開
催
し
、
13
県
79
名

（
内
Ｏ
Ｌ
８
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
の
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
誰
の
た
め
の
厚
生

連
医
療
な
の
か
」
で
す
。
地
域
と
の
関
係
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
厚
生
連
医
療
を
担

う
私
た
ち
が
も
う
一
度
そ
の
意
味
を
再
確
認
し
よ
う
と
設
定
し
ま
し
た
。

（7） 第530号全 厚 労 ニ ュ ー ス2024年12月20日・25年１月20日 （2）第530号全 厚 労 ニ ュ ー ス2024年12月20日・25年１月20日

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやきつぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

 

　
毎
年
暑
さ
が
増
し
て
い
く
気
が

し
ま
す
。
頑
張
っ
て
食
べ
て
、
よ
く

寝
る
よ
う
に
心
が
け
て
、
と
仕
事
が

全
力
で
で
き
る
よ
う
に
意
識
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
長
野
）

―
―
医
者
の
不
養
生
と
な
ら
な
い
よ

う
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
為

に
も
自
分
自
身
が
健
康
で
あ
る

事
は
重
要
で
す
ね
。     （
Ｋ
Ｍ
）

　
自
民
党
の
新
総
裁
に
石
破
茂
議
員

が
決
ま
っ
た
。
地
方
か
ら
の
人
気
が

高
く
今
回
は
世
論
の
声
に
応
え
た
形

に
見
え
る
。
自
民
党
の
や
り
方
に
異

を
唱
え
る
異
色
の
議
員
だ
っ
た
だ
け

に
新
し
い
自
民
党
へ
の
改
革
を
し
て

も
ら
い
た
い
。
ま
た
大
企
業
だ
け
で

な
く
医
療
職
へ
の
負
担
軽
減
、
医
療

制
度
の
改
革
等
も
し
て
も
ら
い
た
い
。                               

（
岐
阜
）

―
―
総
理
大
臣
に
な
っ
て
も
、
改
革

を
推
し
進
め
る
こ
と
が
出
来
る

か
お
手
並
み
拝
見
で
す
ね
。
国

民
民
主
党
に
寄
り
添
い
す
ぎ
て
、

予
算
編
成
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
は
絶
対
や
め
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。                 
（
Ｎ
Ｋ
）

　
看
護
部
の
有
給
消
化
が
進
ま
ず
労

組
看
護
部
と
共
同
し
て
有
給
消
化
に

取
り
組
む
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等

で
周
知
し
て
い
る
が
な
か
な
か
取
れ

ず
。
希
望
で
入
れ
て
も
消
さ
れ
て
い

る
状
態
で
消
化
で
き
る
部
署
・
職
種

と
で
き
な
い
所
の
差
が
目
立
つ
。

（
岐
阜
）

―
―
同
僚
と
協
力
し
合
い
、
互
い
に

休
暇
を
取
り
や
す
く
す
る
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
合
う
こ
と
も

効
果
的
で
す
。
チ
ー
ム
全
体
で

休
暇
を
取
得
す
る
文
化
を
作
る

こ
と
も
大
切
で
す
の
で
、
心
が

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
Ｓ
Ｓ
）

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
で
巨

大
地
震
の
注
意
喚
起
が
あ
り
、
我
が

家
で
は
災
害
用
品
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。
期
限
切
れ
の
食
品
は
見
つ

か
っ
た
の
で
す
が
、
慌
て
て
買
い
に

走
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
も
定
期
的
な
見
直
し
や
補
充
を

し
て
慌
て
な
い
よ
う
に
す
る
意
識
が

高
ま
り
、
備
え
は
大
事
だ
と
実
感
し

た
日
々
で
し
た
。
　
　
　（
三
重
）

―
―
有
事
の
際
に
備
え
る
こ
と
は
自

身
と
家
族
を
守
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
で
き
る
こ
と
少
し
ず

つ
が
安
心
へ
繋
が
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
過
剰
な
心
配
は
せ

ず
日
々
の
日
常
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。                 （
Ｍ
Ｋ
）

　
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
写
真
と
文
字
の

バ
ラ
ン
ス
も
良
く
て
、
と
て
も
読
み

や
す
い
！
最
近
良
か
っ
た
こ
と
は
思

い
切
っ
て
断
捨
離
し
て
た
ら
、
探
し

物
が
見
つ
か
っ
た
！
　
　
　（
広
島
）

―
―
こ
れ
か
ら
も
読
み
や
す
い
紙
面

に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

私
の
机
の
周
り
も
断
捨
離
す
れ

ば
、
探
し
て
い
た
書
類
が
見
つ

か
り
ま
す
か
ね
（
笑
）（
Ｏ
Ｏ
）

　
こ
の
夏
は
初
め
て
長
野
か
ら
車
で

大
阪
、
兵
庫
の
甲
子
園
球
場
へ
行
き

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
遠
出
で
し
た

が
、
高
校
球
児
の
熱
戦
に
手
に
汗
を

握
り
、
大
阪
で
お
好
み
焼
き
を
食
べ
、

満
喫
で
き
ま
し
た
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

大
切
で
す
ね
。                  

（
長
野
）

―
―
と
て
も
贅
沢
な
ご
褒
美
ド
ラ
イ

ブ
旅
行
！
羨
ま
し
い
で
す
。
人

は
移
動
す
る
ほ
ど
幸
せ
を
感
じ

る
…
こ
ん
な
研
究
結
果
も
あ
る

そ
う
で
す
よ
。
読
者
の
皆
さ
ん

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
す
っ

き
り
と
し
た
気
持
ち
で
日
常
に

挑
み
ま
し
ょ
う
！！
　（
Ｎ
Ｓ
）

　
風
邪
を
引
い
て
し
ま
い
、
何
も
か

も
や
る
気
が
な
い
中
で
温
か
い
ス
ー

プ
を
食
べ
、
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

早
く
治
し
て
も
っ
と
美
味
し
い
物
食

べ
る
ぞ
ー
！                   

（
秋
田
）

―
―
体
調
を
崩
し
た
と
き
の
温
か
い

ス
ー
プ
は
心
に
も
身
体
に
も
染

み
ま
す
よ
ね
。
私
は
普
段
体
調

を
崩
さ
な
い
た
め
に
、
仕
事
で

疲
れ
た
と
き
に
は
コ
ン
ビ
ニ
で

好
き
な
も
の
を
一
つ
買
う
と
い

う
、
ち
ょ
っ
と
し
た
贅
沢
を
自

分
に
与
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
プ
チ
贅
沢
も
知
り
た
い
で
す

ね
。                        （
Ｏ
Ｇ
）

　
10
月
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
の
山
本
晴

義
先
生
の
「
よ
い
こ
と
日
記
」
素
晴

ら
し
い
と
思
い
実
践
し
て
い
ま
す
。

つ
い
、
ダ
メ
だ
っ
た
事
や
悲
し
か
っ

た
事
が
心
に
残
り
や
す
い
で
す
が
、

１
日
の
終
わ
り
だ
け
で
も
前
向
き
に
、

幸
せ
に
〆
た
い
で
す
よ
ね
。（
富
山
）

―
―
私
は
、
よ
く
1
人
反
省
会
な
る

も
の
を
開
き
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思

考
に
な
り
が
ち
で
し
た
が
、
良

い
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
事
は
、

私
と
は
逆
の
発
想
な
の
で
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
！
！
納
得

で
す
！
私
も
今
日
か
ら
始
め
ま

す
。　                     （
Ｓ
Ｉ
）

　
日
本
な
の
に
た
く
さ
ん
の
米
軍
基

地
が
あ
り
、
い
つ
何
か
あ
る
か
と
近

隣
の
住
人
は
、
気
持
ち
が
休
ま
ら
な

い
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　（
福
島
）

―
―
横
須
賀
へ
の
原
子
力
空
母
配
置

や
座
間
基
地
へ
の
第
一
軍
団
司

令
部
、
厚
木
基
地
へ
の
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
置
お
よ
び
自
衛
隊
の

強
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。（

Ｓ
Ｋ
）

　
誕
生
日
に
大
阪
で
ユ
ニ
バ
と
食
べ

歩
き
し
て
き
ま
し
た
！
難
波
や
道
頓

堀
は
見
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
人
が
い

て
、
外
国
人
が
多
く
、
世
の
中
は
景

気
が
良
く
て
羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た

が
。　
　
　
　
　
　
　        

（
長
野
）

―
―
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ー
　
誕

生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
　                   （
Ｋ
Ｗ
）

　
子
ど
も
の
初
め
て
の
運
動
会
で
ち

ゃ
ん
と
走
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
る

姿
を
見
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
長
野
）

―
―
お
子
さ
ん
が
初
め
て
活
躍
す
る

姿
は
感
動
的
で
す
よ
ね
。
そ
の

成
長
を
感
じ
る
瞬
間
は
、
ご
家

族
に
と
っ
て
特
別
な
思
い
出
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。（

Ｉ
Ｎ
）

　
子
ど
も
の
風
邪
を
も
ら
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
以
降
気
を
付
け

て
い
た
の
に
。
久
し
ぶ
り
に
喉
が
痛

く
て
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
す
が
健

康
体
で
い
ら
れ
る
あ
り
が
た
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な
る

の
で
、
寒
が
り
の
私
は
筋
ト
レ
な
ど

自
ら
熱
を
発
生
さ
せ
て
い
け
る
よ
う

な
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
寒
さ

の
本
番
は
こ
れ
か
ら
で
す
ね
。（

長
野
）

―
―
子
ど
も
か
ら
も
ら
う
の
は
親
の

宿
命
で
す
よ
ね
。
長
野
の
冬
は

厳
し
い
寒
さ
で
し
ょ
う
か
。
ど

う
か
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。

（
Ｓ
Ｔ
）

　
今
年
の
２
月
か
ら
始
め
た
ダ
イ
エ

ッ
ト
。
半
年
で
５
キ
ロ
減
に
な
っ
た

の
で
す
が
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
値
は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
。（

北
海
道
）

―
―
ま
ず
は
半
年
間
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

お
疲
れ
様
で
し
た
！
運
動
っ
て

本
当
に
大
変
で
自
分
と
の
闘
い

で
す
よ
ね
…
も
う
半
年
間
食
事

と
定
期
的
な
有
酸
素
運
動
を
！

応
援
し
て
ま
す
♪
　
　（
Ｏ
Ｄ
）

　
青
年
部
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、

今
後
も
拡
大
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岐
阜
）

―
―
そ
う
言
っ
て
頂
け
る
と
と
て
も

嬉
し
い
で
す
！
今
後
は
K
's

以
外
で
も
青
年
の
企
画
が
拡
大

し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
！
　
　
　
　
　
　（
Ｋ
Ｒ
）

　
ス
ト
ラ
イ
キ
は
過
去
の
も
の
か
の

よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
り

方
次
第
な
ん
だ
な
と
、
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
愛
知
）

―
―
ス
ト
ラ
イ
キ
は
討
つ
の
が
目
的

で
は
な
く
、
交
渉
を
有
利
に
進

め
る
手
段
の
ひ
と
つ
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　（
Ｈ
Ｔ
）

　
Ｋ
'ｓ
金
沢
の
グ
ル
ー
プ
で
ア
フ

タ
ー
Ｋ
'ｓ
を
開
催
し
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
で
し
た
が
、
久

し
ぶ
り
の
会
話
に
花
が
咲
き
、
４
時

間
半
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岐
阜
）

―
―
オ
ン
ラ
イ
ン
で
４
時
間
半
！
そ

れ
は
大
盛
り
あ
が
り
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
他
に

も
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
で
ア

フ
タ
ー
K
's
開
催
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
K
's
を
き
っ
か

け
に
仲
間
の
輪
が
全
国
へ
広
が

っ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
仲
間
と
共
に
全
厚
労
を

盛
り
上
げ
、
医
療
従
事
者
が
ま

す
ま
す
羨
ま
し
が
る
厚
生
連
病

院
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

（
Ｈ
Ｒ
）

　
み
ん
な
の
川
柳
最
優
秀
賞
に
つ
い

て
。
ま
さ
に
そ
う
。
仕
事
量
は
増
え

る
ば
か
り
で
な
に
も
効
率
化
さ
れ
て

い
な
い
！
　
　
　
　
　
　
　（
茨
城
）

―
―
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
っ
て
響
き
は
良

い
け
ど
、
他
に
し
わ
寄
せ
が
行

く
だ
け
…
根
本
的
な
解
決
で
は

な
い
で
す
よ
ね
。
全
厚
労
と
共

に
改
善
に
向
け
て
引
き
続
き
声

を
あ
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

（
Ｎ
Ｋ
）

　
新
年
号
で
は
人
気
コ
ー
ナ
ー
「
読
者
の
声
」
を
拡
大
し
て
お

届
け
し
ま
す
。
全
厚
労
を
ひ
っ
ぱ
る
メ
ン
バ
ー
中
央
執
行
委
員

に
返
信
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。「
読
者
の
声
」
で
は

毎
号
、
読
者
か
ら
紙
面
の
感
想
や
日
々
の
出
来
事
な
ど
自
由
に

送
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
投
稿
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
２

０
２
５
年
は
、
ド
シ
ド
シ
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

病院祭
　厚生連病院では地域医療に根差した住

民との交流を大切にしています。全国各地

で行われている病院祭を一部ピックアップ

して紹介します。

　茨厚労取手支部で署名を取りました。病院祭り「ふれあい祭り」が7年ぶりに開催
され、その一角を借りての行動です。
　来場者からは「医者と看護師って足りないの？」など質問を受けたりしながら、
105筆集めました。
　久しぶりの開催で、初めて参加する職員も多いなか、笑顔あふれるお祭りになった
と思います。（茨城：藤田周　記）

　鈴鹿厚生病院では第32回病院祭を開催致しました。
　当日の天気予報は雨でしたが、汗ばむ程の好天で開会を迎える事が出来ました。
　会場では病院祭名物亀レース、焼きそばなどの模擬店販売、チャレンジゲームな
どのアトラクション、作業療法体験や感染予防ブースなど多くの来場者の方で賑わ
いを見せていました。
　また本年度はキッチンカーの出店やＢ型事業所の工芸品の販売、ワークショップ
の開催が行われ、例年と違った賑わいもありました。
　組合でも共催し今年は署名活動も行い、来場者か
ら約100名分の署名も書いていただけました。来場
された方々からは「楽しかった」「また来たい」との
有り難いお声をいただきました。（三重）

全
国
の
仲
間
の
声
届
け
ま
す

全
国
の
仲
間
の
声
届
け
ま
す

拡大版

７
〜
10
月
号
に
お
寄
せ
頂
い
た
声
を
掲
載
し
て
い
ま
す

茨城

三重

長野
長厚労佐久病院の病院祭は有名です
ね。演劇や歌声コーラスなど文化的
な催しで来場者と一体となって盛り上
がっている様子が伺えます。

新しい下肢静脈瘤治療
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毎
年
暑
さ
が
増
し
て
い
く
気
が

し
ま
す
。
頑
張
っ
て
食
べ
て
、
よ
く

寝
る
よ
う
に
心
が
け
て
、
と
仕
事
が

全
力
で
で
き
る
よ
う
に
意
識
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
長
野
）

―
―
医
者
の
不
養
生
と
な
ら
な
い
よ

う
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
為

に
も
自
分
自
身
が
健
康
で
あ
る

事
は
重
要
で
す
ね
。     （
Ｋ
Ｍ
）

　
自
民
党
の
新
総
裁
に
石
破
茂
議
員

が
決
ま
っ
た
。
地
方
か
ら
の
人
気
が

高
く
今
回
は
世
論
の
声
に
応
え
た
形

に
見
え
る
。
自
民
党
の
や
り
方
に
異

を
唱
え
る
異
色
の
議
員
だ
っ
た
だ
け

に
新
し
い
自
民
党
へ
の
改
革
を
し
て

も
ら
い
た
い
。
ま
た
大
企
業
だ
け
で

な
く
医
療
職
へ
の
負
担
軽
減
、
医
療

制
度
の
改
革
等
も
し
て
も
ら
い
た
い
。                               

（
岐
阜
）

―
―
総
理
大
臣
に
な
っ
て
も
、
改
革

を
推
し
進
め
る
こ
と
が
出
来
る

か
お
手
並
み
拝
見
で
す
ね
。
国

民
民
主
党
に
寄
り
添
い
す
ぎ
て
、

予
算
編
成
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
は
絶
対
や
め
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。                 

（
Ｎ
Ｋ
）

　
看
護
部
の
有
給
消
化
が
進
ま
ず
労

組
看
護
部
と
共
同
し
て
有
給
消
化
に

取
り
組
む
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等

で
周
知
し
て
い
る
が
な
か
な
か
取
れ

ず
。
希
望
で
入
れ
て
も
消
さ
れ
て
い

る
状
態
で
消
化
で
き
る
部
署
・
職
種

と
で
き
な
い
所
の
差
が
目
立
つ
。

（
岐
阜
）

―
―
同
僚
と
協
力
し
合
い
、
互
い
に

休
暇
を
取
り
や
す
く
す
る
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
合
う
こ
と
も

効
果
的
で
す
。
チ
ー
ム
全
体
で

休
暇
を
取
得
す
る
文
化
を
作
る

こ
と
も
大
切
で
す
の
で
、
心
が

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
Ｓ
Ｓ
）

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
で
巨

大
地
震
の
注
意
喚
起
が
あ
り
、
我
が

家
で
は
災
害
用
品
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。
期
限
切
れ
の
食
品
は
見
つ

か
っ
た
の
で
す
が
、
慌
て
て
買
い
に

走
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
も
定
期
的
な
見
直
し
や
補
充
を

し
て
慌
て
な
い
よ
う
に
す
る
意
識
が

高
ま
り
、
備
え
は
大
事
だ
と
実
感
し

た
日
々
で
し
た
。
　
　
　（
三
重
）

―
―
有
事
の
際
に
備
え
る
こ
と
は
自

身
と
家
族
を
守
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
で
き
る
こ
と
少
し
ず

つ
が
安
心
へ
繋
が
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
過
剰
な
心
配
は
せ

ず
日
々
の
日
常
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。                 （
Ｍ
Ｋ
）

　
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
写
真
と
文
字
の

バ
ラ
ン
ス
も
良
く
て
、
と
て
も
読
み

や
す
い
！
最
近
良
か
っ
た
こ
と
は
思

い
切
っ
て
断
捨
離
し
て
た
ら
、
探
し

物
が
見
つ
か
っ
た
！
　
　
　（
広
島
）

―
―
こ
れ
か
ら
も
読
み
や
す
い
紙
面

に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

私
の
机
の
周
り
も
断
捨
離
す
れ

ば
、
探
し
て
い
た
書
類
が
見
つ

か
り
ま
す
か
ね
（
笑
）（
Ｏ
Ｏ
）

　
こ
の
夏
は
初
め
て
長
野
か
ら
車
で

大
阪
、
兵
庫
の
甲
子
園
球
場
へ
行
き

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
遠
出
で
し
た

が
、
高
校
球
児
の
熱
戦
に
手
に
汗
を

握
り
、
大
阪
で
お
好
み
焼
き
を
食
べ
、

満
喫
で
き
ま
し
た
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

大
切
で
す
ね
。                  

（
長
野
）

―
―
と
て
も
贅
沢
な
ご
褒
美
ド
ラ
イ

ブ
旅
行
！
羨
ま
し
い
で
す
。
人

は
移
動
す
る
ほ
ど
幸
せ
を
感
じ

る
…
こ
ん
な
研
究
結
果
も
あ
る

そ
う
で
す
よ
。
読
者
の
皆
さ
ん

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
す
っ

き
り
と
し
た
気
持
ち
で
日
常
に

挑
み
ま
し
ょ
う
！！
　（
Ｎ
Ｓ
）

　
風
邪
を
引
い
て
し
ま
い
、
何
も
か

も
や
る
気
が
な
い
中
で
温
か
い
ス
ー

プ
を
食
べ
、
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

早
く
治
し
て
も
っ
と
美
味
し
い
物
食

べ
る
ぞ
ー
！                   

（
秋
田
）

―
―
体
調
を
崩
し
た
と
き
の
温
か
い

ス
ー
プ
は
心
に
も
身
体
に
も
染

み
ま
す
よ
ね
。
私
は
普
段
体
調

を
崩
さ
な
い
た
め
に
、
仕
事
で

疲
れ
た
と
き
に
は
コ
ン
ビ
ニ
で

好
き
な
も
の
を
一
つ
買
う
と
い

う
、
ち
ょ
っ
と
し
た
贅
沢
を
自

分
に
与
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
プ
チ
贅
沢
も
知
り
た
い
で
す

ね
。                        （
Ｏ
Ｇ
）

　
10
月
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
の
山
本
晴

義
先
生
の
「
よ
い
こ
と
日
記
」
素
晴

ら
し
い
と
思
い
実
践
し
て
い
ま
す
。

つ
い
、
ダ
メ
だ
っ
た
事
や
悲
し
か
っ

た
事
が
心
に
残
り
や
す
い
で
す
が
、

１
日
の
終
わ
り
だ
け
で
も
前
向
き
に
、

幸
せ
に
〆
た
い
で
す
よ
ね
。（
富
山
）

―
―
私
は
、
よ
く
1
人
反
省
会
な
る

も
の
を
開
き
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思

考
に
な
り
が
ち
で
し
た
が
、
良

い
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
事
は
、

私
と
は
逆
の
発
想
な
の
で
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
！
！
納
得

で
す
！
私
も
今
日
か
ら
始
め
ま

す
。　                     （
Ｓ
Ｉ
）

　
日
本
な
の
に
た
く
さ
ん
の
米
軍
基

地
が
あ
り
、
い
つ
何
か
あ
る
か
と
近

隣
の
住
人
は
、
気
持
ち
が
休
ま
ら
な

い
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　（
福
島
）

―
―
横
須
賀
へ
の
原
子
力
空
母
配
置

や
座
間
基
地
へ
の
第
一
軍
団
司

令
部
、
厚
木
基
地
へ
の
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
置
お
よ
び
自
衛
隊
の

強
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。（

Ｓ
Ｋ
）

　
誕
生
日
に
大
阪
で
ユ
ニ
バ
と
食
べ

歩
き
し
て
き
ま
し
た
！
難
波
や
道
頓

堀
は
見
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
人
が
い

て
、
外
国
人
が
多
く
、
世
の
中
は
景

気
が
良
く
て
羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た

が
。　
　
　
　
　
　
　        

（
長
野
）

―
―
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ー
　
誕

生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
　                   （
Ｋ
Ｗ
）

　
子
ど
も
の
初
め
て
の
運
動
会
で
ち

ゃ
ん
と
走
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
る

姿
を
見
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
長
野
）

―
―
お
子
さ
ん
が
初
め
て
活
躍
す
る

姿
は
感
動
的
で
す
よ
ね
。
そ
の

成
長
を
感
じ
る
瞬
間
は
、
ご
家

族
に
と
っ
て
特
別
な
思
い
出
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。（

Ｉ
Ｎ
）

　
子
ど
も
の
風
邪
を
も
ら
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
以
降
気
を
付
け

て
い
た
の
に
。
久
し
ぶ
り
に
喉
が
痛

く
て
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
す
が
健

康
体
で
い
ら
れ
る
あ
り
が
た
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な
る

の
で
、
寒
が
り
の
私
は
筋
ト
レ
な
ど

自
ら
熱
を
発
生
さ
せ
て
い
け
る
よ
う

な
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
寒
さ

の
本
番
は
こ
れ
か
ら
で
す
ね
。（

長
野
）

―
―
子
ど
も
か
ら
も
ら
う
の
は
親
の

宿
命
で
す
よ
ね
。
長
野
の
冬
は

厳
し
い
寒
さ
で
し
ょ
う
か
。
ど

う
か
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。

（
Ｓ
Ｔ
）

　
今
年
の
２
月
か
ら
始
め
た
ダ
イ
エ

ッ
ト
。
半
年
で
５
キ
ロ
減
に
な
っ
た

の
で
す
が
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
値
は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
。（

北
海
道
）

―
―
ま
ず
は
半
年
間
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

お
疲
れ
様
で
し
た
！
運
動
っ
て

本
当
に
大
変
で
自
分
と
の
闘
い

で
す
よ
ね
…
も
う
半
年
間
食
事

と
定
期
的
な
有
酸
素
運
動
を
！

応
援
し
て
ま
す
♪
　
　（
Ｏ
Ｄ
）

　
青
年
部
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、

今
後
も
拡
大
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岐
阜
）

―
―
そ
う
言
っ
て
頂
け
る
と
と
て
も

嬉
し
い
で
す
！
今
後
は
K
's

以
外
で
も
青
年
の
企
画
が
拡
大

し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
！
　
　
　
　
　
　（
Ｋ
Ｒ
）

　
ス
ト
ラ
イ
キ
は
過
去
の
も
の
か
の

よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
り

方
次
第
な
ん
だ
な
と
、
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
愛
知
）

―
―
ス
ト
ラ
イ
キ
は
討
つ
の
が
目
的

で
は
な
く
、
交
渉
を
有
利
に
進

め
る
手
段
の
ひ
と
つ
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　（
Ｈ
Ｔ
）

　
Ｋ
'ｓ
金
沢
の
グ
ル
ー
プ
で
ア
フ

タ
ー
Ｋ
'ｓ
を
開
催
し
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
で
し
た
が
、
久

し
ぶ
り
の
会
話
に
花
が
咲
き
、
４
時

間
半
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岐
阜
）

―
―
オ
ン
ラ
イ
ン
で
４
時
間
半
！
そ

れ
は
大
盛
り
あ
が
り
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
他
に

も
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
で
ア

フ
タ
ー
K
's
開
催
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
K
's
を
き
っ
か

け
に
仲
間
の
輪
が
全
国
へ
広
が

っ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
仲
間
と
共
に
全
厚
労
を

盛
り
上
げ
、
医
療
従
事
者
が
ま

す
ま
す
羨
ま
し
が
る
厚
生
連
病

院
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

（
Ｈ
Ｒ
）

　
み
ん
な
の
川
柳
最
優
秀
賞
に
つ
い

て
。
ま
さ
に
そ
う
。
仕
事
量
は
増
え

る
ば
か
り
で
な
に
も
効
率
化
さ
れ
て

い
な
い
！
　
　
　
　
　
　
　（
茨
城
）

―
―
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
っ
て
響
き
は
良

い
け
ど
、
他
に
し
わ
寄
せ
が
行

く
だ
け
…
根
本
的
な
解
決
で
は

な
い
で
す
よ
ね
。
全
厚
労
と
共

に
改
善
に
向
け
て
引
き
続
き
声

を
あ
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

（
Ｎ
Ｋ
）

　
新
年
号
で
は
人
気
コ
ー
ナ
ー
「
読
者
の
声
」
を
拡
大
し
て
お

届
け
し
ま
す
。
全
厚
労
を
ひ
っ
ぱ
る
メ
ン
バ
ー
中
央
執
行
委
員

に
返
信
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。「
読
者
の
声
」
で
は

毎
号
、
読
者
か
ら
紙
面
の
感
想
や
日
々
の
出
来
事
な
ど
自
由
に

送
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
投
稿
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
２

０
２
５
年
は
、
ド
シ
ド
シ
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

病院祭
　厚生連病院では地域医療に根差した住

民との交流を大切にしています。全国各地

で行われている病院祭を一部ピックアップ

して紹介します。

　茨厚労取手支部で署名を取りました。病院祭り「ふれあい祭り」が7年ぶりに開催
され、その一角を借りての行動です。
　来場者からは「医者と看護師って足りないの？」など質問を受けたりしながら、
105筆集めました。
　久しぶりの開催で、初めて参加する職員も多いなか、笑顔あふれるお祭りになった
と思います。（茨城：藤田周　記）

　鈴鹿厚生病院では第32回病院祭を開催致しました。
　当日の天気予報は雨でしたが、汗ばむ程の好天で開会を迎える事が出来ました。
　会場では病院祭名物亀レース、焼きそばなどの模擬店販売、チャレンジゲームな
どのアトラクション、作業療法体験や感染予防ブースなど多くの来場者の方で賑わ
いを見せていました。
　また本年度はキッチンカーの出店やＢ型事業所の工芸品の販売、ワークショップ
の開催が行われ、例年と違った賑わいもありました。
　組合でも共催し今年は署名活動も行い、来場者か
ら約100名分の署名も書いていただけました。来場
された方々からは「楽しかった」「また来たい」との
有り難いお声をいただきました。（三重）
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が
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
、
と
伝
え

る
意
味
で
も
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
団
交
で
は
ベ
ア
に
対

し
て
決
着
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
初
１
０
０
円
（
＋
手
当
６
９
０

０
円
）
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
実

は
20
年
前
に
１
０
０
円
ベ
ア
が
あ

っ
て
、
今
回
は
前
の
資
料
を
見
て
、

そ
こ
か
ら
出
し
た
の
か
ぐ
ら
い
の

受
け
止
め
で
、
ち
ょ
っ
と
職
員
の

中
で
バ
カ
に
し
て
る
じ
ゃ
ね
え
か

と
、
こ
ん
な
経
営
者
お
か
し
い
だ

ろ
う
っ
て
結
構
大
き
な
反
響
に
な

り
ま
し
た
。
あ
る
意
味
、
職
員
に

火
を
つ
け
て
く
れ
た
か
な
っ
て
い

う
風
に
、
自
分
の
中
で
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
捉
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
、「
だ
っ
た
ら
い
く

ら
な
ら
い
け
る
ん
だ
ろ
う
」
と
、

い
ろ
ん
な
人
と
話
し
て
い
る
う
ち

に
、
い
や
４
桁
は
当
た
り
前
だ
よ

ね
。
１
０
０
円
じ
ゃ
何
も
買
え
な

い
で
す
よ
ね
、
う
ま
い
棒
し
か
買

え
な
い
な
ん
て
い
う
話
で
、
１
０

０
０
円
以
上
は
当
然
で
す
よ
ね
っ

て
、
次
の
団
交
の
中
で
は
そ
れ
以

上
を
求
め
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら

考
え
直
す
と
い
う
よ
う
な
会
か
ら

の
話
が
あ
り
、
実
際
に
そ
の
後
出

さ
れ
た
の
は
４
０
０
円
（
＋
手
当

６
６
０
０
円
）

で
し
た
。
こ
の

金
額
は
そ
の
後

も
７
月
と
９
月

の
団
交
で
、
数

字
が
動
く
こ
と

が
な
く
、
そ
う

こ
う
し
て
い
る

う
ち
に
組
合
員

の
声
が
だ
ん
だ

ん
薄
く
な
っ
て

い
っ
て
し
ま
っ

た
。

　
こ
れ
は
、
も

う
ち
ょ
っ
と
早

い
ス
ピ
ー
ド
で

も
っ
と
も
っ
と
進
め
れ
ば
よ
か
っ

た
な
と
、
結
構
自
分
の
中
で
は
反

省
し
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
本
当
に
今
の
直
面
し
て
い

る
も
の
に
ど
ん
ど
ん
交
渉
し
て
い

く
、
と
い
う
の
が
大
事
な
ん
だ
な
、

と
い
う
の
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
た
だ
４
０
０
円
と
言
え
ど
、
ベ

ア
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
も
の
で
、

時
間
外
や
一
時
金
に
も
反
映
す
る
。

退
職
金
に
は
反
映
し
な
い
第
２
基

本
給
で
す
が
、
時
間
外
は
み
ん
な

絶
対
や
っ
て
る
か
ら
、
そ
れ
を
ち

ゃ
ん
と
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

う
す
れ
ば
手
元
に
来
る
お
金
自
体

は
上
が
る
よ
っ
て
い
う
の
を
、
逆

に
宣
伝
し
て
時
間
外
を
し
っ
か
り

と
取
ろ
う
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
も
つ
な
が
っ
た
か
な
、
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
が
、
夏
の
一
時
金
で

ベ
ア
を
頑
張
れ
ば
頑
張
る
ほ
ど
、

そ
っ
ち
に
お
金
を
取
ら
れ
た
ら
一

時
金
も
ら
え
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
意
見
も
多

数
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
は
や
は
り
、
勉
強
を
皆
さ

ん
に
し
て
も
ら
う
と
い
う
よ
り
は
、

こ
っ
ち
か
ら
伝
え
る
こ
と
が
大
事

で
、
ベ
ア
評
価
料
と
い
う
の
は
国

が
、何
か
あ
れ
ば
、教
え
て
下
さ
い
。

岡
野
）
三
重
は
８
支
部
が
あ
り
、

中
央
執
行
委
員
会
に
は
最
大
33
名

の
役
員
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
と
い

う
の
が
す
ご
く
難
し
い
で
す
。
し

か
し
書
記
長
と
も
う
一
人
中
心
に

な
っ
て
く
れ
る
人
が
以
前
か
ら
い

て
、
彼
ら
が
僕
の
助
け
を
し
て
く

れ
た
り
、
中
心
に
な
っ
て
や
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。

　
ま
た
看
護
集
会
や
新
人
研
修
会

で
あ
る
と
か
、
去
年
か
ら
そ
う
い

う
行
事
も
復
活
さ
せ
て
、
今
年
度

も
旗
開
き
を
兼
ね
た
懇
親
会
を
執

行
委
員
、
各
支
部
長
ら
を
呼
ん
で

３
年
ぶ
り
に
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
労
組
の

団
結
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

岩
本
）
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構

え
て
し
っ
か
り
と
経
営
者
か
ら
労

働
条
件
を
引
き
出
し
て
い
く
ス
タ

イ
ル
を
取
っ
て
い
る
茨
城
か
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岩
本
）
み
な
さ
ん
、
新
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
24
春
闘
で
は
全
て
の
組
織
で
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
活
用
し
た

賃
上
げ
を
獲
得
し
た
も
の
の
、
24

秋
闘
で
の
年
末
一
時
金
が
前
年
割

れ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
25

春
闘
は
厳
し
い
闘
い
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
厳
し
い
情
勢
を
乗
り
越
え

て
い
く
に
は
、
ま
ず
は
24
春
闘
の

教
訓
や
反
省
点
を
踏
ま
え
、
25
春

闘
に
そ
れ
を
全
て
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
政

府
目
標
と
さ
れ
て
い
る
２
％
以
上

の
ベ
ア
を
勝
ち
取
る
た
め
に
、
ど

う
い
う
闘
い
を
皆
ん
な
で
や
っ
て

い
く
の
か
。
た
ま
に
は
西
日
本
か

ら
、
話
を
聞
い
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

由
比
）
話
題
の
ベ
ア
で
す
が
、
高

知
は
当
初
、
基
本
給
を
上
げ
る
こ

と
へ
の
希
望
は
あ
ま
り
高
く
は
な

か
っ
た
ん
で
す
。
自
分
が
入
職
す

る
前
か
ら
ベ
ア
が
さ
れ
て
な
か
っ

た
状
態
が
続
い
て
、
誰
も
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
。
こ
う
い
う
状
態

で
、
ベ
ア
獲
得
へ
ど
う
い
う
ふ
う由比　智一

に
切
り
込
ん
で
い
く
の
か
非
常
に

悩
ま
し
い
状
況
で
し
た
。
高
知
は

比
較
的
２
、
30
代
が
多
く
て
、
ず

っ
と
不
況
で
育
っ
て
き
た
世
代
な

ん
で
す
。
そ
の
時
に
、
徳
島
と
広

島
が
ベ
ア
を
確
約
さ
せ
た
っ
て
い

う
の
を
聞
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
高
知
で
も
と
思
い
、
春

闘
で
ベ
ア
要
求
し
ま

し
た
が
、
案
の
定
、

や
っ
ぱ
り
手
当
支
給

と
い
う
の
が
最
初
の

回
答
で
し
た
。
で
も

高
知
の
賃
金
は
全
国

的
に
見
て
も
低
い
し
、

執
行
部
で
や
っ
ぱ

り
ベ
ア
で
取
り
た

い
と
い
う
声
が
上

が
り
、
書
記
長
の

堀
野
く
ん
が
中
心

と
な
っ
て
、
色
々

４
役
で
考
え
て
く

れ
ま
し
た
。
厚
労

省
の
ベ
ア
評
価
料

の
説
明
を
、
み
ん

な
で
読
ん
で
勉
強
し
て
、
や
っ
ぱ

り
引
っ
か
か
っ
た
の
は
「
基
本
給

ま
た
は
毎
月
支
払
わ
れ
る
手
当
」

と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
会
は
そ

こ
を
ず
っ
と
手
当
で
押
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
何
度
読
ん
で
も
、

賃
金
表
が
あ
る
と
こ
ろ
は
基
本
給

の
賃
金
表
を
書
き
換
え
る
と
い
う

こ
と
で
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
い
う
こ
と
し
か
読
み
取
れ
な

い
の
で
絶
対
に
何
が
何
で
も
ベ
ア

を
取
る
と
い
う
意
気
込
み
で
、
団

交
も
開
い
て
き
ま
し
た
。

　
高
知
の
組
合
員
と
い
う
の
は
、

全
従
業
員
約
４
０
０
人
余
り
か
ら

言
っ
た
ら
、
過
半
数
に
も
満
た
な

い
90
人
余
り
な
の
で
、
組
合
活
動

に
対
し
て
冷
や
や
か
っ
て
い
う
か
、

あ
ま
り
乗
り
気
で
は
な
い
。
こ
れ

ま
で
も
団
交
し
て
も
全
く
来
な
い

と
か
、
来
て
も
数
人
っ
て
い
う
感

じ
の
団
交
で
し
た
が
、
今
回
こ
の

賃
金
交
渉
で
30
人
ぐ
ら
い
が
集
ま

っ
て
く
れ
て
、
関
心
が
高
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ベ
ア
評
価
料
の
財
源
を
会
は
９

０
０
０
円
の
手
当
と
し
て
き
た
ん

で
す
が
、
労
働
組
合
的
に
は
従
業

員
の
平
均
賃
金
を
約
25
万
と
仮
定

し
て
、
そ
れ
の
２
・
５
％
と
い
う

の
で
、
６
６
０
０
円
で
要
求
し
ま

し
た
。
時
間
は
掛
か
り
ま
し
た
が
、

な
ん
と
か
会
も
そ
れ
で
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
、
と
。
た
だ
こ
れ
は

基
本
給
で
も
、
本
給
で
は
な
く
て

退
職
金
に
反
映
し
な
い
加
給
と
い

う
形
で
の
実
現
で
し
た
。
ま
た
決

定
は
９
月
末
で
し
た
が
、
10
月
給

与
で
６
月
給
与
と
夏
季
賞
与
含
め

て
遡
及
さ
せ
た
こ
と
も
粘
り
強
く

ベ
ア
に
こ
だ
わ
っ
た
結
果
だ
と
思

い
ま
す
。
25
年
春
闘
で
は
、
本
給

に
組
み
込
め
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
本
）
高
知
の
機
関
紙
「
お
知
ら

せ
」
が
非
常
に
役
立
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
こ
の
お
知
ら
せ
を
配

っ
た
と
き
の
組
合
員
と
か
、
他
の

職
員
の
皆
さ
ん
の
反
応
は
い
か
が

だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

由
比
）
や
っ
ぱ
り
あ
り
が
た
い
と

い
う
言
葉
は
か
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
賃
金
だ
け
で
な
く
て
、
こ

と
細
か
に
機
関
紙
を
出
し
た
り
、

あ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
機
関
紙
を
ア
ッ
プ

し
た
り
し
て
、
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
か
と
い
う
の
を
周
知
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
組
織
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
く
よ
う
に
、
今
頑
張
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
青
年
部
は

花
見
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
活
発
に
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
た
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信

も
も
の
す
ご
く
行
っ
て
い
て
、
組

合
が
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

岩
本
）
次
は
丁
寧
な
労
使
協
議
会

等
を
通
じ
て
、
こ
の
春
闘
を
乗
り

切
っ
た
三
重
の
岡
野
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岩本　一宏

全厚労一致団結して春闘たたかうぞ！

新春
座談会

座談会
出席者

岡
野
）
こ
の
春
闘
で
す
が
、
４
点

に
つ
い
て
要
求
し
て
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
賃
上
げ
の
要
求
、
２

つ
目
が
夏
期
一
時
金
、
３
つ
目
が

定
期
昇
給
の
確
認
、
４
つ
目
が
特

別
手
当
の
４
点
で
す
。
そ
の
中
で
、

こ
の
春
各
県
か
ら
も
ベ
ア
出
た
よ

と
い
う
話
を
聞
い
て
い
て
、
三
重

で
も
ベ
ア
を
と
い
う
こ
と
を
本
部

側
に
要
求
は
し
て
い
た
の
で
す
が
、

結
果
的
に
は
、
ベ
ア
相
当
分
を
手

当
で
支
給
す
る
と
い
う
よ
う
な
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
手
当
回
答
で
、
皆
さ
ん
が
っ
か

り
し
て
い
た
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
代
わ
り
に
４
番
の

特
別
手
当
の
要
求
の
方
を
強
め
て

き
ま
し
た
。
物
価
高
騰
に
対
す
る

特
別
手
当
を
要
求
し
、
正
職
員
に

特
別
慰
労
手
当
及
び
生
活
支
援
手

当
と
し
て
10
万
円
プ
ラ
ス
５
万
円

を
、
３
月
７
日
の
労
使
定
期
協
議

会
で
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　
僕
の
考
え
な
ん
で
す
が
、
同
じ

病
院
で
働
い
て
同
じ
仕
事
を
し
て

い
る
人
が
、
金
額
が
違
う
の
が
お

か
し
い
な
と
思
い
な
が
ら
い
た
の

で
す
が
、
今
回
は
一
律
正
職
に
関

し
て
は
15
万
円
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
に
５
万
円
の
支
給
が
出
た
と
い

う
と
こ
ろ
で
こ
の
辺
は
良
い
こ
と

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岩
本
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
重
の
方
も
、
組
合
員
へ
の
周
知

と
か
団
結
の
あ
り
方
と
か
、
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
に
対
し
て
非
常
に

ご
苦
労
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す

宇
留
野
）
茨
城
で
は
、
ま
ず
何
を

勝
ち
取
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を
、

も
の
す
ご
く
大
き
く
テ
ー
マ
に
掲

げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
団
交
の
場
で
も
最
初
の

挨
拶
な
ど
で
必
ず
言
っ
て
い
ま
す
。

経
営
者
に
向
け
て
と
と
も
に
、
団

交
に
参
加
し
て
く
れ
て
い
る
職
員

の
方
に
も
お
伝
え
す
る
と
い
う
意

味
で
も
「
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
今
回
の
団

体
交
渉
を
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
、

と
か
の
話
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
今
回
、
大
き
な
３
つ
の
獲
得

が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
つ
目
が
ベ
ア
評
価
料
。
３
月

26
日
に
24
春
闘
の
第
１
回
団
交
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
、
知

識
が
深
ま
っ
て
い
な
い
状
態
と
い

う
か
、
国
の
指
針
が
は
っ
き
り
し

な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
一

旦
は
持
ち
帰
り
と
い
う
形
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
要
求
と
し
て
は
や

は
り
ベ
ア
実
施
を
強
調
し
ま
し
た
。

経
営
者
は
ベ
ア
で
は
な
く
手
当
、

そ
の
理
由
と
し
て
は
い
つ
切
ら
れ

る
か
わ
か
ら
な
い
。
確
か
に
そ
の

意
見
も
一
理
あ
る
け
れ
ど
、
そ
う

で
は
な
く
、
や
は
り
基
本
給
に
乗

せ
な
い
と
職
員
が
働
き
続
け
ら
れ

な
い
ぞ
、
と
い
う
と
こ
ろ
を
強
く

訴
え
ま
し
た
。

　
ベ
ア
自
体
は
20
年
以
上
や
っ
て

な
く
て
、
私
も
経
験
し
て
な
く
て
、

執
行
委
員
の
中
で
も
経
験
し
た
の

は
１
人
い
る
か
い
な
い
か
、
と
い

う
と
こ
ろ
で
し
た
。
な
の
で
、
ど

う
し
て
も
ベ
ア
獲
得
は
必
須
の
思

い
で
し
た
。

　
６
月
７
日
の
夏
季
一
時
金
の
大

き
な
団
交
を
前
に
し
て
、
5
月
31

日
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ス
ト
と
い
う
の
は
、
30
分
間

で
す
が
、
全
職
員
に
何
で
ス
ト
を

今
や
っ
て
い
る
の
か
、
こ
の
ベ
ア

評
価
料
が
、
労
働
組
合
の
運
動
や

国
へ
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
診
療

報
酬
に
盛
り
込
ま
れ
た
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
伝
え
つ
つ
、
手
当
で
は

な
く
て
ベ
ア
で
も
ら
う
こ
と
の
方

か
ら
の
も
の
で
、
基
本
的
に
は
会

側
か
ら
出
す
も
の
で
は
な
い
ん
だ

よ
と
。
そ
れ
か
ら
茨
城
の
場
合
は
、

４
０
０
０
万
の
持
ち
出
し
が
あ
る

ん
で
す
が
、
た
か
が
４
０
０
０
万

で
す
と
い
う
ふ
う
に
み
ん
な
に
言

い
ま
し
た
。
茨
城
県
厚
生
連
は
、

６
病
院
に
看
護
学
校
が
あ
っ
て
、

年
間
で
は
６
０
０
億
円
の
収
入
を

得
て
、
そ
の
中
で
内
部
留
保
も
45

％
あ
る
ん
だ
よ
っ
て
い
う
と
こ
ろ

を
大
き
く
伝
え
て
、
出
せ
な
い
わ

け
は
な
い
。
取
れ
る
財
源
は
あ
る

こ
と
と
、
生
活
給
は
絶
対
守
り
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
を
み
ん
な

に
伝
え
て
き
ま
し
た
。
実
際
、
一

時
金
に
関
し
て
は
大
き
く
揉
め
る

こ
と
は
な
く
、
夏
は
２
・
０
か
月

と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
と
も
う
一
つ
、
大
き
な
課
題

が
23
年
12
月
か
ら
提
案
さ
れ
て
い

る
「
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ

ー
」
の
機
能
縮
小
問
題
で
す
。
21

年
の
時
に
縮
小
案
が
出
さ
れ
、
実

際
に
縮
小
が
あ
っ
た
も
の
の
、
協

定
書
を
し
っ
か
り
と
取
り
こ
れ
以

上
縮
小
す
る
こ
と
は
な
い
。
現
状

維
持
、
も
し
く
は
病
棟
を
ま
た
作

っ
て
と
い
う
こ
と
で
労
使
協
定
を

取
り
ま
し
た
。
そ
の
協
定
を
破
棄

す
る
と
い
う
よ
う
な
提
案
が
あ
っ

て
、
労
組
か
ら
協
定
破
棄
は
労
使

関
係
の
悪
化
に
も
つ
な
が
る
、
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
を
伝
え
つ
つ
、
交
渉
し
て

い
る
最
中
で
す
。

　
合
わ
せ
て
署
名
活
動
を
や
っ
て

い
ま
す
が
、
な
め
が
た
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
は
、
自
分
の
病
院
だ
っ

て
思
っ
て
い
る
方
が
す
ご
く
多
く

て
、
相
当
多
く
の
署
名
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
職
員
が
働
き
続
け
ら
れ
る
た
め

に
は
、
お
金
だ
け
で
は
な
く
て
、

本
当
に
諸
要
求
と
い
う
の
が
大
事

だ
な
、
と
思
っ
て
い
て
、
今
も
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

岩
本
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
茨
城
は
地
域
に
出
て
医
療
を

守
る
運
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

非
常
に
参
考
に
な
り
ま
す
。
次
に

翌
年
度
も
含
め
て
こ
の
春
闘
の
中

で
ベ
ア
言
及
し
て
、
し
っ
か
り
と

ベ
ア
評
価
料
部
分
を
勝
ち
取
っ
た

秋
田
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

進
藤
）
秋
田
で
は
、
ま
ず
今
回
24

年
ぶ
り
の
ベ
ア
と
い
う
こ
と
で
、

私
も
就
職
は
し
て
な
い
の
で
す
が
、

そ
れ
以
来
で
す
。
以
前
か
ら
い
ろ

ん
な
要
求
を
出
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
ず
っ
と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
、

ベ
ア
と
い
う
言
葉
は
ず
っ
と
出
し

続
け
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

財
源
が
な
い
中
で
難
し
い
と
返
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
診
療
報
酬

の
改
定
が
あ
れ
ば
考
え
得
る
と
の

理
事
長
の
言
葉
で
「
私
は
ベ
ア
を

諦
め
て
い
な
い
」
と
、
ベ
ア
評
価

料
の
話
が
出
て
き
て
、
ベ
ア
へ
の

期
待
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
私
は
23
年
秋
に
執
行
委
員
長
に

な
り
ま
し
て
、
初
め
て
全
厚
労
の

集
会
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
１
年
前
の
12
月
拡
大

会
議
で
、
他
県
の
役
員
の
話
を
聞

い
て
、
特
に
西
日
本
の
方
々
の
勢

い
だ
っ
た
り
、
秋
田
頑
張
れ
よ
、

と
発
破
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
、

そ
れ
を
ま
ず
秋
田
の
方
に
持
っ
て

帰
り
ま
し
た
。
今
回
も
春
闘
で
ベ

ア
が
な
け
れ
ば
い
つ
で
き
る
ん
だ

と
、
あ
と
は
他
の
県
か
ら
も
ス
ト

ラ
イ
キ
構
え
て
で
も
取
る
つ
も
り

で
い
く
と
、
そ
う
い
う
共
通
の
認

識
で
や
っ
て
い
く
と
い
う
の
を
、

秋
田
の
中
央
執
行
委
員
の
方
に
も

話
を
し
て
、
春
闘
で
は
ベ
ア
を
取

り
に
行
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
た
だ
３
月
18
日
の
第
１
回
団
交

で
は
、
ま
だ
ベ
ア
評
価
料
部
分
が

不
確
定
だ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

の
で
、
基
本
給
を
引
き
上
げ
る
か

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
関
し
て

は
２
回
目
で
交
渉
し
た
い
と
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
時

は
、
年
度
末
手
当
は
出
せ
な
い
と

い
う
中
だ
っ
た
の
で
、
秋
厚
労
と

し
て
は
ベ
ア
確
約
が
な
け
れ
ば
こ

の
闘
争
は
収
束
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
を
会
側
に
は
伝
え
て
い
ま
し

た
。

　
２
回
目
の
団
交
が
４
月
に
行
わ

れ
て
、
団
交
の
前
の
中
央
闘
争
委

員
会
の
中
で
も
、
こ
れ
で
決
ま
ら

な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
か
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
進
ん
で
い
く
だ

ろ
う
か
と
や
っ
ぱ
り
不
安
の
声
の

ほ
う
が
大
き
か
っ
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
交
渉
の
結
果
、
ベ
ア
と
し

て
６
０
０
０
円
を
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
は
一
気
に

ワ
ッ
と
喜
ぶ
の
か
な
と
思
っ
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
あ
ま
り
に
も
ベ

ア
自
体
が
都
市
伝
説
み
た
い
な
感

じ
で
、
交
渉
が
終
わ
っ
て
し
ば
ら

く
経
っ
て
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
実
感

が
湧
い
て
き
た
っ
て
い
う
感
じ
で

し
た
。

　
団
交
の
中
で
、
さ
ら
に
理
事
長

か
ら
来
年
も
幾
何
か
の
ベ
ア
を
考

え
て
い
る
と
い
う
意
見
も
い
た
だ

け
た
の
で
、
今
回
の
春
闘
に
関
し

て
は
成
功
だ
っ
た
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

　
た
だ
執
行
部
と
し
て
は
ど
こ
の

財
源
で
出
て
い
る
の
か
と
か
、
何

年
か
ぶ
り
だ
と
か
、
そ
う
い
う
の

が
ピ
ン
と
き
て
い
な
い
組
合
員
さ

ん
も
い
た
の
で
、
そ
こ
の
周
知
が

必
要
だ
っ
た
。
と
ち
ょ
っ
と
反
省

点
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

岩
本
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
秋
田
と
い
え
ば
非
常
に
広
範
囲

に
多
く
の
支
部
が
存
在
し
て
い
る

と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
の
ご

苦
労
と
か
、
情
報
共
有
の
方
法
と

か
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
な
と
思
い
ま
す
。

進
藤
）
秋
田
は
北
か
ら
南
ま
で
９

病
院
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
執
行

委
員
会
に
は
県
北
の
方
か
ら
だ
と

３
時
間
く
ら
い
か
か
っ
て
、
帰
り

も
雪
道
で
な
か
な
か
大
変
で
す
。

現
執
行
部
は
割
と
年
齢
層
も
若
い

で
す
し
、
青
年
部
上
が
り
の
人
た

ち
も
多
い
の
で
、
昔
か
ら
の
顔
見

知
り
だ
っ
た
り
と
か
、
そ
う
い
う

の
で
一
回
と
か
で
も
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
、
情
報
共
有
し
や
す
い

で
す
ね
。

　
そ
れ
か
ら
最
近
の
青
年
部
の
行

動
力
が
半
端
な
い
な
と
。
い
ろ
ん

な
研
修
会
に
も
出
て
く
れ
て
い
ま

す
し
、
そ
う
い
う
方
々
が
若
い
人

た
ち
を
団
交
に
も
連
れ
て
き
て
く

れ
て
い
る
の
で
、
面
積
は
広
い
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
つ
な
が
り
が
拡

が
っ
て
き
て
い
る
の
か
な
と
思
い

ま
す
。
な
の
で
、
青
年
層
に
関
し

て
は
出
し
惜
し
み
な
く
支
援
し
た

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岩
本
）
青
年
が
労
働
組
合
の
繋
が

り
強
化
や
行
動
力
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
話
は
、
将
来
展
望
が
開
け

て
き
ま
す
ね
。
全
厚
労
で
も
国
会

や
政
府
、
全
厚
連
に
対
す
る
働
き

か
け
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
方
か
ら

も
、
25
春
闘
に
向
け
て
の
意
気
込

み
を
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

由
比
）
25
春
闘
は
や
は
り
、
さ
ら

に
ベ
ア
獲
得
に
弾
み
を
つ
け
て
、

恒
久
的
な
ベ
ア
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
に
議
員
と
か
国
会
に
も
働
き

か
け
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

岡
野
）
ま
だ
春
闘
に
関
し
て
の
話

は
出
て
い
な
い
ん
で
す
が
、
個
人

的
な
思
い
と
し
て
は
、
年
度
末
で

昨
年
並
み
の
15
万
円
を
何
と
か
確

保
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
パ
ー
ト
さ
ん
に
も
５
万
円
支
給

を
ぜ
ひ
勝
ち
取
り
た
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

宇
留
野
）
意
気
込
み
と
い
う
と
こ

ろ
で
は
、
多
く
の
職
員
に
し
ゃ
べ

っ
て
も
ら
っ
て
、
愚
痴
を
い
っ
ぱ

い
出
し
て
、
そ
れ
が
多
く
の
人
の

愚
痴
で
あ
れ
ば
要
求
が
生
ま
れ
、

改
善
す
れ
ば
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
に
な
る
と
。
こ
れ
を
念
頭
に
い

ろ
ん
な
人
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
き
た

い
、
自
分
も
愚
痴
を
言
い
つ
つ
、

口
も
足
も
使
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

進
藤
）
ま
ず
は
秋
闘
が
ま
だ
続
い

て
い
る
の
で
、
そ
れ
の
継
続
交
渉

と
春
闘
に
関
し
て
は
来
年
度
の
ベ

ア
、
あ
と
は
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
作
り
の
た
め
に
は
労
使
で
情
報

共
有
し
な
が
ら
共
闘
と
い
う
形
で

闘
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
、

岩
本
）
25
年
は
巳
年
と
い
う
こ
と

で
、
ヘ
ビ
の
よ
う
に
、
粘
り
強
く
、

そ
し
て
皆
さ
ん
の
元
に
賃
上
げ
、

労
働
条
件
向
上
を
届
け
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

進藤　侑

宇留野　正志

岡野　元保

ベア獲得のビラを
配る由比さん

高知の「お知らせ」より

進藤　　侑（秋厚労中央執行委員長）
宇留野正志（茨厚労中央執行委員長）
岡野　元保（三厚労中央執行委員長）
由比　智一（高厚労執行委員長）
岩本　一宏（コーディネーター・
　　　　　　　全厚労中央執行委員長）

高知

ベ
ア
２・５
％
に
こ
だ
わ
り

　  

９
月
末
決
着・６
月
遡
及

ベ
ア
２・５
％
に
こ
だ
わ
り

　  

９
月
末
決
着・６
月
遡
及

三重

正
規
に
も
非
正
規
職
員
に
も

　
　
　
　
喜
ば
れ
る
成
果
へ

正
規
に
も
非
正
規
職
員
に
も

　
　
　
　
喜
ば
れ
る
成
果
へ

茨城

30
分
ス
ト
ラ
イ
キ
実
施

　
　  

春
闘
の
意
義
伝
え
る

30
分
ス
ト
ラ
イ
キ
実
施

　
　  

春
闘
の
意
義
伝
え
る

秋田

24
年
ぶ
り
の
ベ
ア

   「
都
市
伝
説
」扱
い
だ
っ
た

24
年
ぶ
り
の
ベ
ア

   「
都
市
伝
説
」扱
い
だ
っ
た

つながりを深く強く、大幅賃上げと組合拡大へ！
4人の委員長が語るこれまでの到達と25春闘への決意
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
30
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
11
月
号
の
答
え
は
「
い
の
ち
ま
も
る
」
ま
た
は
「
つ
る
べ
お

と
し
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
）」
で
、
当
選
倍
率
は
２
・
０
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワー
ドはすべてＱＲコードよりスマホから投稿でき
ます。氏名・住所・希望景品（図書カード
又はクオカード）は必須事項です。

脱
皮
の
年
に

　
着
道
楽
か
つ
気
に
入

っ
た
服
は
着
ら
れ
な
く

な
っ
て
も
捨
て
ら
れ
ず
、

押
し
入
れ
に
溢
れ
て
い

ま
す
。
２
０
２
４
年
は

「
服
を
買
わ
な
い
」
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
や
っ
て
み

ま
し
た
。
結
果
は…

つ

い
旅
先
で
浮
か
れ
、
ご

当
地
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
買
っ

て
し
ま
い
微
妙
〜
に
達
成
な
ら

ず
。
25
年
も
買
わ
な
い
チ
ャ
レ

ン
ジ
は
続
け
、
お
肉
を
落
と
し
、

お
気
に
入
り
の
服
を
着
て
い
き

た
い
で
す
。            

　（
Ｅ
Ｎ
）

頑張る仲間

　村上総合病院で感染管理認定看
護師として働いており、今年度よ
り執行委員を務めます。
　組合員のみなさんの声を届け、
働きやすい職場環境が提供できる
ように微力ながら精一杯がんばり
ます。
　昨年から筆文字を習い始めまし
た。文字を書く時間は、集中して
楽しい時間です。言葉には言霊が

宿るといわれています。素敵な言葉を綴っていきたいと思います。
　今後も組合の活動にみなさんからご支援の程よろしくお願いいたします。
　ともに頑張りましょう！

　山口県厚生連労働組合の田嶌圭佑です。
　趣味と言えるほどではないですが、運動は
好きで野球やバレーボールなどの病院行事に
はもれなく参加しています。
　組合活動は３年目で、今は副中央執行委員
長という重責を担わせて頂いております。私
たちの組合活動では、職員が長く安心して働
ける環境作りを重視し働き甲斐のある職場を
提供することで、職員の定着と安定した医療
提供を目指しています。
　また地域社会と連携した取り組みを積極的
に進め、地域の皆様が安心して利用できる医
療環境を共に築いていきたいと考えています。
　これからも、病院の職員の満足度向上に全力で取り組んでまいります。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第202回は新潟・山口にお願い
しました。

新潟　田中美保さん

山口　田嶌圭佑さん

　戸別訪問で「瓦がズレてる。保険が使えるか
ら直した方がいい」など、不安を煽って家の修
理を促し、保険が使えない高額修理や法外な報
酬請求をされてトラブルになるケースが増えてい
ます。とくに台風や大雪、地震など自然災害が
発生した後に、トラブルが多くなります。点検

すると言われ屋根に上
らせてしまうと、わざ
わざ屋根を壊す業者も
存在します。国民生活
センターなどへの相談
はこの５年で約３倍に
もなっています。

　保険や共済は災害で壊れた部分のみが保障対
象ですが、悪徳業者は経年劣化など対象にはな
らない部分まで修理をして、虚偽の理由で加入
者に保険金や共済金を請求させることもありま
す。これは詐欺です。業者だ
けでなく、請求をした加入者
も詐欺に加担したとして罪に問
われる場合があります。災害
で被害がでた場合は、まずは
ご自身の安全を確保した上で、
医労連共済にご連絡ください。

全厚労　
全国の活動を
ポスト中！

業者トラブル
増えています
業者トラブル
増えています

「保険使える」ご用心

☎0120―160931

医労連共済に、ご連絡を

を
通
し
、
各
分
科
会
で
活
発
に

議
論
し
、
真
剣
に
各
県
の
状
況

を
伝
え
合
い
質
問
し
合
う
場
面

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の

特
別
報
告
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い

て
の
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
報
告
か

ら
川
柳
作
成
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
第
３
分
科

会
恒
例
の
紙
人

形
劇
の
練
習
を

行
い
ま
と
め
集

会
で
発
表
し
ま

し
た
。

　
第
４
分
科
会

テ
ー
マ
は
厚
生

連
病
院
の
果
た

す
べ
き
役
割
〜
仕
事
の
悩
み
と

ス
ト
レ
ス
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

〜
。
初
日
は
浅
草
寺
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
、
２
日
目
は
仕
事
の

悩
み
と
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
茨
厚
労
土
浦
支
部
の
予

防
医
療
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

て
い
る
我
（
わ
れ
）
が
ま
ま

教
室
（
集
団
教
室
）
の
取
り

組
み
と
、長
厚
労
佐
久
支
部
・

下
伊
那
支
部
か
ら
長
野
厚
生

連
の
う
た
ご
え
活
動
や
「
第

38
回
医
療
の
う
た
ご
え
全
国

祭
典
in
な
が
の
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
２
本
の
レ
ポ
ー

ト
を
報
告
。「
厚
生
連
の
成

り
立
ち
」
に
つ
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
初
日
の

思
い
出
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
様
に
３

日
間
全
て
を
現
地
参
加
で
き

る
形
式
で
の
開
催
と
し
た
今

集
会
で
は
、
参
加
者
の
交
流

　
２
日
目
後
半
と
３
日
目
は
４

分
科
会
を
開
催
。
第
１
分
科
会

の
テ
ー
マ
は
医
療
労
働
者
と
地

域
と
の
か
か
わ
り
〜
視
野
を
広

げ
て
地
域
を
見
よ
う
〜
。
長
友

先
生
に
助
言
者
と
し
て
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
医
療
を

守
る
住
民
運
動
の
報
告
や
、
地

域
医
療
構
想
・
第
８
次
医
療
計

画
の
学
習
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
か
ら
見
た
地
域
の
医

療
・
介
護
な
ど
に
つ
い
て
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
分
科
会
テ
ー
マ
は
安

心
・
安
全
の
医
療
は
使
命
感
だ

け
で
は
守
れ
な
い
！
や
っ
ぱ
り

大
切
に
し
た
い
『
働
き
が
い
』

〜
厚
生
連
医
療
の
未
来
の
た
め

に
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
〜
。
３
つ

の
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
茨
厚
労

の
経
験
か
ら
、
当
時
の
職
員
の

声
や
、
組
合
解
散
と
徳
厚
労
加

入
時
の
教
訓
な
ど
を
報
告
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

開
催
。
佛
教
大
学
准
教
授
の
長

友
薫
輝
先
生
を
お
呼
び
し
、「
今
、

地
域
医
療
に
必
要
な
こ
と
〜
第

８
次
医
療
計
画
か
ら
考
え
る
人

口
減
少
と
医
療
格
差
〜
」
と
題

し
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
１
９

８
０
年
代
の
「
医
療
費
亡
国

論
」
か
ら
続
く
国
の
公
的
医
療

費
の
抑
制
手
法
や
、診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
の
動
向
、
第
８
次
医

療
計
画
や
地
域
医
療
構
想
、
そ

れ
に
伴
い
そ
こ
で
働
く
労
働
者

へ
の
影
響
な
ど
を
解
説
頂
き
ま

し
た
。
長
友
先
生
の
講
演
で
印

象
に
残
っ
た
フ
レ
ー
ズ
は
「
撤

退
戦
」。
農
村
地
域
・
へ
き
地

医
療
を
担
う
厚
生
連
の
使
命
と

重
要
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
湯
瀬
直
樹
事
務
局
長
の
基
調

報
告
で
は
、
今
集
会
の
サ
ブ
テ

ー
マ
「
誰
の
た
め
の
厚
生
連
医

療
な
の
か
」
に
つ
い
て
、
厚
生

連
の
病
院
は
地
域
に
根
差
し
地

域
と
の
交
流
を
大
切
に
し
な
が

ら
医
療
や
介
護
を
提
供
し
て
き

ま
し
た
が
、
近
年
、
現
場
の
状

況
も
変
化
し
本
来
の
厚
生
連
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
、
も
う
一
度

そ
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論

か
ら
設
定
し
た
と
本
集
会
の
意

義
を
強
調
し
ま
し
た
。
私
た
ち

が
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
現
場

で
働
く
プ
ロ
で
あ
る
と
同
時
に
、

社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
な
が
ら
、「
誰
の
た
め
に
」

働
き
、
行
動
し
て
い
る
の
か
。

そ
の
た
め
に
「
何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
」。
私
た
ち

が
力
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
そ

も
そ
も「
何
が
必
要
な
の
か
」

に
充
分
な
答
え
は
出
な
い
ま
で

も
、
皆
さ
ん
と
こ
の
集
会
で
論

じ
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
厚
生
連

の
未
来
を
語
ら
い
、
そ
の
意
義

を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
現
地
開
催
で
ス
タ

ー
ト
。
安
本
真
理
子
運
営
委
員

長
が
、
医
療
研
究
集
会
の
紹
介

と
共
に
、
医
療
研
運
動
の
意
義

と
課
題
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
特
別
報
告
は
２
本
。
１
本
目

は
岐
厚
労
の
佐
藤
雅
俊
中
央
執

行
委
員
長
よ
り
、
岐
阜
県
厚
生

連
で
の
医
療
再
編
に
つ
い
て
、

岐
阜
県
内
５
つ
の
二
次
医
療
圏

で
の
医
療
資
源
の
偏
在
や
厚
生

連
の
状
況
、
再
編
に
よ
る
地
域

住
民
の
声
や
職
員
の
課
題
を
組

合
の
立
場
か
ら
ご
報
告
頂
き
ま

し
た
。

　
２
本
目
は
徳
厚
労
の
天
野
智

行
副
執
行
委
員
長
よ
り
、「
病

院
合
併
の
経
験
〜
吸
収
合
併
さ

れ
る
側
の
立
場
か
ら
〜
」
と
題

し
、
旧
阿
南
共
栄
病
院
と
旧
阿

南
医
師
会
中
央
病
院
の
合
併
時

基調報告
湯瀬直樹事務局長

長友薫輝先生
３日間

ご参加いただきました

西
南
支
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
「
み
ん
な
で
一
緒
に
４
０

０
０
歩
！
in
境
町
　
西
南
ウ
ォ

ー
ク
」
の
取
組
み
、
三
厚
労
鈴

鹿
厚
生
支
部
コ
ロ
ナ
禍
を
越
え

て
再
開
し
た
「
夏
フ
ェ
ス
・
ス

ポ
レ
ク
」
に
取
組
ん
で
、
岐
厚

労
西
美
濃
支
部
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
活
用
し
た
福
利
厚
生
の
取
組

み
を
報
告
。
参
加
者
交
流
企
画

と
し
て
の
「
社
会
技
能
訓
練
」

を
や
っ
て
み
よ
う
！
や
、
静
厚

労
の
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
現

地
か
ら
の
中
継
レ
ポ
ー
ト
も
行

い
ま
し
た
。

　
第
３
分
科
会
テ
ー
マ
は
病
院

を
地
域
に
開
く
〜
取
り
戻
そ
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
。
熊

総
労
の
新
歓
交
流
会
と
神
厚
労

の
退
勤
調
査
の
取
組
２
０
０
人

部員募集中です

岐
阜
の
医
療
再
編
と

徳
島
合
併
時
の
教
訓
か
ら
学
ぶ

じ
っ
く
り
し
っ
か
り
語
り
合
う

４
分
科
会
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

第
８
次
医
療
計
画
を
学
ぶ

　 

厚
生
連
の
未
来
を
語
ろ
う

誰
の
た
め
の
厚
生
連
医
療
な
の
か

徳厚労
天野智行副執行委員長

岐厚労
佐藤雅俊中央執行委員長

第１分科会　医療計画を学ぶ

第２分科会　鈴鹿厚生病院の社会技能訓練をやってみよう！

第３分科会　紙人形劇を終えて

佐久総合病院音楽部のお２人

第
４
分
科
会
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞

「組合員専用」ページで
レジメ・動画が
視聴可能

（パスワードは
各単組本部まで）

第
41
回
医
療
研
究
集
会
in
東
京

　
11
月
15
〜
17
日
に
か
け
全
厚
労
第
41
回
医
療
研
究
集
会
を
開
催
し
、
13
県
79
名

（
内
Ｏ
Ｌ
８
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
の
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
誰
の
た
め
の
厚
生

連
医
療
な
の
か
」
で
す
。
地
域
と
の
関
係
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
厚
生
連
医
療
を
担

う
私
た
ち
が
も
う
一
度
そ
の
意
味
を
再
確
認
し
よ
う
と
設
定
し
ま
し
た
。

（7） 第530号全 厚 労 ニ ュ ー ス2024年12月20日・25年１月20日 （2）第530号全 厚 労 ニ ュ ー ス2024年12月20日・25年１月20日

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやきつぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

 

　
毎
年
暑
さ
が
増
し
て
い
く
気
が

し
ま
す
。
頑
張
っ
て
食
べ
て
、
よ
く

寝
る
よ
う
に
心
が
け
て
、
と
仕
事
が

全
力
で
で
き
る
よ
う
に
意
識
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
長
野
）

―
―
医
者
の
不
養
生
と
な
ら
な
い
よ

う
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
為

に
も
自
分
自
身
が
健
康
で
あ
る

事
は
重
要
で
す
ね
。     （
Ｋ
Ｍ
）

　
自
民
党
の
新
総
裁
に
石
破
茂
議
員

が
決
ま
っ
た
。
地
方
か
ら
の
人
気
が

高
く
今
回
は
世
論
の
声
に
応
え
た
形

に
見
え
る
。
自
民
党
の
や
り
方
に
異

を
唱
え
る
異
色
の
議
員
だ
っ
た
だ
け

に
新
し
い
自
民
党
へ
の
改
革
を
し
て

も
ら
い
た
い
。
ま
た
大
企
業
だ
け
で

な
く
医
療
職
へ
の
負
担
軽
減
、
医
療

制
度
の
改
革
等
も
し
て
も
ら
い
た
い
。                               

（
岐
阜
）

―
―
総
理
大
臣
に
な
っ
て
も
、
改
革

を
推
し
進
め
る
こ
と
が
出
来
る

か
お
手
並
み
拝
見
で
す
ね
。
国

民
民
主
党
に
寄
り
添
い
す
ぎ
て
、

予
算
編
成
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
は
絶
対
や
め
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。                 
（
Ｎ
Ｋ
）

　
看
護
部
の
有
給
消
化
が
進
ま
ず
労

組
看
護
部
と
共
同
し
て
有
給
消
化
に

取
り
組
む
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等

で
周
知
し
て
い
る
が
な
か
な
か
取
れ

ず
。
希
望
で
入
れ
て
も
消
さ
れ
て
い

る
状
態
で
消
化
で
き
る
部
署
・
職
種

と
で
き
な
い
所
の
差
が
目
立
つ
。

（
岐
阜
）

―
―
同
僚
と
協
力
し
合
い
、
互
い
に

休
暇
を
取
り
や
す
く
す
る
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
合
う
こ
と
も

効
果
的
で
す
。
チ
ー
ム
全
体
で

休
暇
を
取
得
す
る
文
化
を
作
る

こ
と
も
大
切
で
す
の
で
、
心
が

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
Ｓ
Ｓ
）

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
で
巨

大
地
震
の
注
意
喚
起
が
あ
り
、
我
が

家
で
は
災
害
用
品
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。
期
限
切
れ
の
食
品
は
見
つ

か
っ
た
の
で
す
が
、
慌
て
て
買
い
に

走
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
も
定
期
的
な
見
直
し
や
補
充
を

し
て
慌
て
な
い
よ
う
に
す
る
意
識
が

高
ま
り
、
備
え
は
大
事
だ
と
実
感
し

た
日
々
で
し
た
。
　
　
　（
三
重
）

―
―
有
事
の
際
に
備
え
る
こ
と
は
自

身
と
家
族
を
守
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
で
き
る
こ
と
少
し
ず

つ
が
安
心
へ
繋
が
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
過
剰
な
心
配
は
せ

ず
日
々
の
日
常
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。                 （
Ｍ
Ｋ
）

　
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
写
真
と
文
字
の

バ
ラ
ン
ス
も
良
く
て
、
と
て
も
読
み

や
す
い
！
最
近
良
か
っ
た
こ
と
は
思

い
切
っ
て
断
捨
離
し
て
た
ら
、
探
し

物
が
見
つ
か
っ
た
！
　
　
　（
広
島
）

―
―
こ
れ
か
ら
も
読
み
や
す
い
紙
面

に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

私
の
机
の
周
り
も
断
捨
離
す
れ

ば
、
探
し
て
い
た
書
類
が
見
つ

か
り
ま
す
か
ね
（
笑
）（
Ｏ
Ｏ
）

　
こ
の
夏
は
初
め
て
長
野
か
ら
車
で

大
阪
、
兵
庫
の
甲
子
園
球
場
へ
行
き

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
遠
出
で
し
た

が
、
高
校
球
児
の
熱
戦
に
手
に
汗
を

握
り
、
大
阪
で
お
好
み
焼
き
を
食
べ
、

満
喫
で
き
ま
し
た
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

大
切
で
す
ね
。                  

（
長
野
）

―
―
と
て
も
贅
沢
な
ご
褒
美
ド
ラ
イ

ブ
旅
行
！
羨
ま
し
い
で
す
。
人

は
移
動
す
る
ほ
ど
幸
せ
を
感
じ

る
…
こ
ん
な
研
究
結
果
も
あ
る

そ
う
で
す
よ
。
読
者
の
皆
さ
ん

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
す
っ

き
り
と
し
た
気
持
ち
で
日
常
に

挑
み
ま
し
ょ
う
！！
　（
Ｎ
Ｓ
）

　
風
邪
を
引
い
て
し
ま
い
、
何
も
か

も
や
る
気
が
な
い
中
で
温
か
い
ス
ー

プ
を
食
べ
、
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

早
く
治
し
て
も
っ
と
美
味
し
い
物
食

べ
る
ぞ
ー
！                   

（
秋
田
）

―
―
体
調
を
崩
し
た
と
き
の
温
か
い

ス
ー
プ
は
心
に
も
身
体
に
も
染

み
ま
す
よ
ね
。
私
は
普
段
体
調

を
崩
さ
な
い
た
め
に
、
仕
事
で

疲
れ
た
と
き
に
は
コ
ン
ビ
ニ
で

好
き
な
も
の
を
一
つ
買
う
と
い

う
、
ち
ょ
っ
と
し
た
贅
沢
を
自

分
に
与
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
プ
チ
贅
沢
も
知
り
た
い
で
す

ね
。                        （
Ｏ
Ｇ
）

　
10
月
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
の
山
本
晴

義
先
生
の
「
よ
い
こ
と
日
記
」
素
晴

ら
し
い
と
思
い
実
践
し
て
い
ま
す
。

つ
い
、
ダ
メ
だ
っ
た
事
や
悲
し
か
っ

た
事
が
心
に
残
り
や
す
い
で
す
が
、

１
日
の
終
わ
り
だ
け
で
も
前
向
き
に
、

幸
せ
に
〆
た
い
で
す
よ
ね
。（
富
山
）

―
―
私
は
、
よ
く
1
人
反
省
会
な
る

も
の
を
開
き
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思

考
に
な
り
が
ち
で
し
た
が
、
良

い
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
事
は
、

私
と
は
逆
の
発
想
な
の
で
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
！
！
納
得

で
す
！
私
も
今
日
か
ら
始
め
ま

す
。　                     （
Ｓ
Ｉ
）

　
日
本
な
の
に
た
く
さ
ん
の
米
軍
基

地
が
あ
り
、
い
つ
何
か
あ
る
か
と
近

隣
の
住
人
は
、
気
持
ち
が
休
ま
ら
な

い
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　（
福
島
）

―
―
横
須
賀
へ
の
原
子
力
空
母
配
置

や
座
間
基
地
へ
の
第
一
軍
団
司

令
部
、
厚
木
基
地
へ
の
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
置
お
よ
び
自
衛
隊
の

強
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。（

Ｓ
Ｋ
）

　
誕
生
日
に
大
阪
で
ユ
ニ
バ
と
食
べ

歩
き
し
て
き
ま
し
た
！
難
波
や
道
頓

堀
は
見
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
人
が
い

て
、
外
国
人
が
多
く
、
世
の
中
は
景

気
が
良
く
て
羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た

が
。　
　
　
　
　
　
　        

（
長
野
）

―
―
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ー
　
誕

生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
　                   （
Ｋ
Ｗ
）

　
子
ど
も
の
初
め
て
の
運
動
会
で
ち

ゃ
ん
と
走
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
る

姿
を
見
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
長
野
）

―
―
お
子
さ
ん
が
初
め
て
活
躍
す
る

姿
は
感
動
的
で
す
よ
ね
。
そ
の

成
長
を
感
じ
る
瞬
間
は
、
ご
家

族
に
と
っ
て
特
別
な
思
い
出
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。（

Ｉ
Ｎ
）

　
子
ど
も
の
風
邪
を
も
ら
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
以
降
気
を
付
け

て
い
た
の
に
。
久
し
ぶ
り
に
喉
が
痛

く
て
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
す
が
健

康
体
で
い
ら
れ
る
あ
り
が
た
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な
る

の
で
、
寒
が
り
の
私
は
筋
ト
レ
な
ど

自
ら
熱
を
発
生
さ
せ
て
い
け
る
よ
う

な
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
寒
さ

の
本
番
は
こ
れ
か
ら
で
す
ね
。（

長
野
）

―
―
子
ど
も
か
ら
も
ら
う
の
は
親
の

宿
命
で
す
よ
ね
。
長
野
の
冬
は

厳
し
い
寒
さ
で
し
ょ
う
か
。
ど

う
か
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。

（
Ｓ
Ｔ
）

　
今
年
の
２
月
か
ら
始
め
た
ダ
イ
エ

ッ
ト
。
半
年
で
５
キ
ロ
減
に
な
っ
た

の
で
す
が
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
値
は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
。（

北
海
道
）

―
―
ま
ず
は
半
年
間
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

お
疲
れ
様
で
し
た
！
運
動
っ
て

本
当
に
大
変
で
自
分
と
の
闘
い

で
す
よ
ね
…
も
う
半
年
間
食
事

と
定
期
的
な
有
酸
素
運
動
を
！

応
援
し
て
ま
す
♪
　
　（
Ｏ
Ｄ
）

　
青
年
部
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、

今
後
も
拡
大
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岐
阜
）

―
―
そ
う
言
っ
て
頂
け
る
と
と
て
も

嬉
し
い
で
す
！
今
後
は
K
's

以
外
で
も
青
年
の
企
画
が
拡
大

し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
！
　
　
　
　
　
　（
Ｋ
Ｒ
）

　
ス
ト
ラ
イ
キ
は
過
去
の
も
の
か
の

よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
り

方
次
第
な
ん
だ
な
と
、
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　（
愛
知
）

―
―
ス
ト
ラ
イ
キ
は
討
つ
の
が
目
的

で
は
な
く
、
交
渉
を
有
利
に
進

め
る
手
段
の
ひ
と
つ
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　（
Ｈ
Ｔ
）

　
Ｋ
'ｓ
金
沢
の
グ
ル
ー
プ
で
ア
フ

タ
ー
Ｋ
'ｓ
を
開
催
し
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
で
し
た
が
、
久

し
ぶ
り
の
会
話
に
花
が
咲
き
、
４
時

間
半
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岐
阜
）

―
―
オ
ン
ラ
イ
ン
で
４
時
間
半
！
そ

れ
は
大
盛
り
あ
が
り
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
他
に

も
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
で
ア

フ
タ
ー
K
's
開
催
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
K
's
を
き
っ
か

け
に
仲
間
の
輪
が
全
国
へ
広
が

っ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
仲
間
と
共
に
全
厚
労
を

盛
り
上
げ
、
医
療
従
事
者
が
ま

す
ま
す
羨
ま
し
が
る
厚
生
連
病

院
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

（
Ｈ
Ｒ
）

　
み
ん
な
の
川
柳
最
優
秀
賞
に
つ
い

て
。
ま
さ
に
そ
う
。
仕
事
量
は
増
え

る
ば
か
り
で
な
に
も
効
率
化
さ
れ
て

い
な
い
！
　
　
　
　
　
　
　（
茨
城
）

―
―
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
っ
て
響
き
は
良

い
け
ど
、
他
に
し
わ
寄
せ
が
行

く
だ
け
…
根
本
的
な
解
決
で
は

な
い
で
す
よ
ね
。
全
厚
労
と
共

に
改
善
に
向
け
て
引
き
続
き
声

を
あ
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

（
Ｎ
Ｋ
）

　
新
年
号
で
は
人
気
コ
ー
ナ
ー
「
読
者
の
声
」
を
拡
大
し
て
お

届
け
し
ま
す
。
全
厚
労
を
ひ
っ
ぱ
る
メ
ン
バ
ー
中
央
執
行
委
員

に
返
信
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。「
読
者
の
声
」
で
は

毎
号
、
読
者
か
ら
紙
面
の
感
想
や
日
々
の
出
来
事
な
ど
自
由
に

送
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
投
稿
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
２

０
２
５
年
は
、
ド
シ
ド
シ
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

病院祭
　厚生連病院では地域医療に根差した住

民との交流を大切にしています。全国各地

で行われている病院祭を一部ピックアップ

して紹介します。

　茨厚労取手支部で署名を取りました。病院祭り「ふれあい祭り」が7年ぶりに開催
され、その一角を借りての行動です。
　来場者からは「医者と看護師って足りないの？」など質問を受けたりしながら、
105筆集めました。
　久しぶりの開催で、初めて参加する職員も多いなか、笑顔あふれるお祭りになった
と思います。（茨城：藤田周　記）

　鈴鹿厚生病院では第32回病院祭を開催致しました。
　当日の天気予報は雨でしたが、汗ばむ程の好天で開会を迎える事が出来ました。
　会場では病院祭名物亀レース、焼きそばなどの模擬店販売、チャレンジゲームな
どのアトラクション、作業療法体験や感染予防ブースなど多くの来場者の方で賑わ
いを見せていました。
　また本年度はキッチンカーの出店やＢ型事業所の工芸品の販売、ワークショップ
の開催が行われ、例年と違った賑わいもありました。
　組合でも共催し今年は署名活動も行い、来場者か
ら約100名分の署名も書いていただけました。来場
された方々からは「楽しかった」「また来たい」との
有り難いお声をいただきました。（三重）

全
国
の
仲
間
の
声
届
け
ま
す

全
国
の
仲
間
の
声
届
け
ま
す

拡大版

７
〜
10
月
号
に
お
寄
せ
頂
い
た
声
を
掲
載
し
て
い
ま
す

茨城

三重

長野
長厚労佐久病院の病院祭は有名です
ね。演劇や歌声コーラスなど文化的
な催しで来場者と一体となって盛り上
がっている様子が伺えます。

新しい下肢静脈瘤治療

（3） 第530号全 厚 労 ニ ュ ー ス （6）第530号全 厚 労 ニ ュ ー ス2024年12月20日・25年１月20日2024年12月20日・25年１月20日



締め切り：2025年2月末日　消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係

当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
30
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
11
月
号
の
答
え
は
「
い
の
ち
ま
も
る
」
ま
た
は
「
つ
る
べ
お

と
し
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
）」
で
、
当
選
倍
率
は
２
・
０
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワー
ドはすべてＱＲコードよりスマホから投稿でき
ます。氏名・住所・希望景品（図書カード
又はクオカード）は必須事項です。

脱
皮
の
年
に

　
着
道
楽
か
つ
気
に
入

っ
た
服
は
着
ら
れ
な
く

な
っ
て
も
捨
て
ら
れ
ず
、

押
し
入
れ
に
溢
れ
て
い

ま
す
。
２
０
２
４
年
は

「
服
を
買
わ
な
い
」
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
や
っ
て
み

ま
し
た
。
結
果
は…

つ

い
旅
先
で
浮
か
れ
、
ご

当
地
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
買
っ

て
し
ま
い
微
妙
〜
に
達
成
な
ら

ず
。
25
年
も
買
わ
な
い
チ
ャ
レ

ン
ジ
は
続
け
、
お
肉
を
落
と
し
、

お
気
に
入
り
の
服
を
着
て
い
き

た
い
で
す
。            

　（
Ｅ
Ｎ
）

頑張る仲間

　村上総合病院で感染管理認定看
護師として働いており、今年度よ
り執行委員を務めます。
　組合員のみなさんの声を届け、
働きやすい職場環境が提供できる
ように微力ながら精一杯がんばり
ます。
　昨年から筆文字を習い始めまし
た。文字を書く時間は、集中して
楽しい時間です。言葉には言霊が

宿るといわれています。素敵な言葉を綴っていきたいと思います。
　今後も組合の活動にみなさんからご支援の程よろしくお願いいたします。
　ともに頑張りましょう！

　山口県厚生連労働組合の田嶌圭佑です。
　趣味と言えるほどではないですが、運動は
好きで野球やバレーボールなどの病院行事に
はもれなく参加しています。
　組合活動は３年目で、今は副中央執行委員
長という重責を担わせて頂いております。私
たちの組合活動では、職員が長く安心して働
ける環境作りを重視し働き甲斐のある職場を
提供することで、職員の定着と安定した医療
提供を目指しています。
　また地域社会と連携した取り組みを積極的
に進め、地域の皆様が安心して利用できる医
療環境を共に築いていきたいと考えています。
　これからも、病院の職員の満足度向上に全力で取り組んでまいります。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第202回は新潟・山口にお願い
しました。

新潟　田中美保さん

山口　田嶌圭佑さん

　戸別訪問で「瓦がズレてる。保険が使えるか
ら直した方がいい」など、不安を煽って家の修
理を促し、保険が使えない高額修理や法外な報
酬請求をされてトラブルになるケースが増えてい
ます。とくに台風や大雪、地震など自然災害が
発生した後に、トラブルが多くなります。点検

すると言われ屋根に上
らせてしまうと、わざ
わざ屋根を壊す業者も
存在します。国民生活
センターなどへの相談
はこの５年で約３倍に
もなっています。

　保険や共済は災害で壊れた部分のみが保障対
象ですが、悪徳業者は経年劣化など対象にはな
らない部分まで修理をして、虚偽の理由で加入
者に保険金や共済金を請求させることもありま
す。これは詐欺です。業者だ
けでなく、請求をした加入者
も詐欺に加担したとして罪に問
われる場合があります。災害
で被害がでた場合は、まずは
ご自身の安全を確保した上で、
医労連共済にご連絡ください。

全厚労　
全国の活動を
ポスト中！

業者トラブル
増えています
業者トラブル
増えています

「保険使える」ご用心

☎0120―160931

医労連共済に、ご連絡を

を
通
し
、
各
分
科
会
で
活
発
に

議
論
し
、
真
剣
に
各
県
の
状
況

を
伝
え
合
い
質
問
し
合
う
場
面

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の

特
別
報
告
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い

て
の
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
報
告
か

ら
川
柳
作
成
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
第
３
分
科

会
恒
例
の
紙
人

形
劇
の
練
習
を

行
い
ま
と
め
集

会
で
発
表
し
ま

し
た
。

　
第
４
分
科
会

テ
ー
マ
は
厚
生

連
病
院
の
果
た

す
べ
き
役
割
〜
仕
事
の
悩
み
と

ス
ト
レ
ス
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

〜
。
初
日
は
浅
草
寺
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
、
２
日
目
は
仕
事
の

悩
み
と
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
茨
厚
労
土
浦
支
部
の
予

防
医
療
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

て
い
る
我
（
わ
れ
）
が
ま
ま

教
室
（
集
団
教
室
）
の
取
り

組
み
と
、長
厚
労
佐
久
支
部
・

下
伊
那
支
部
か
ら
長
野
厚
生

連
の
う
た
ご
え
活
動
や
「
第

38
回
医
療
の
う
た
ご
え
全
国

祭
典
in
な
が
の
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
２
本
の
レ
ポ
ー

ト
を
報
告
。「
厚
生
連
の
成

り
立
ち
」
に
つ
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
初
日
の

思
い
出
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
様
に
３

日
間
全
て
を
現
地
参
加
で
き

る
形
式
で
の
開
催
と
し
た
今

集
会
で
は
、
参
加
者
の
交
流

　
２
日
目
後
半
と
３
日
目
は
４

分
科
会
を
開
催
。
第
１
分
科
会

の
テ
ー
マ
は
医
療
労
働
者
と
地

域
と
の
か
か
わ
り
〜
視
野
を
広

げ
て
地
域
を
見
よ
う
〜
。
長
友

先
生
に
助
言
者
と
し
て
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
医
療
を

守
る
住
民
運
動
の
報
告
や
、
地

域
医
療
構
想
・
第
８
次
医
療
計

画
の
学
習
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
か
ら
見
た
地
域
の
医

療
・
介
護
な
ど
に
つ
い
て
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
分
科
会
テ
ー
マ
は
安

心
・
安
全
の
医
療
は
使
命
感
だ

け
で
は
守
れ
な
い
！
や
っ
ぱ
り

大
切
に
し
た
い
『
働
き
が
い
』

〜
厚
生
連
医
療
の
未
来
の
た
め

に
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
〜
。
３
つ

の
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
茨
厚
労

の
経
験
か
ら
、
当
時
の
職
員
の

声
や
、
組
合
解
散
と
徳
厚
労
加

入
時
の
教
訓
な
ど
を
報
告
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

開
催
。
佛
教
大
学
准
教
授
の
長

友
薫
輝
先
生
を
お
呼
び
し
、「
今
、

地
域
医
療
に
必
要
な
こ
と
〜
第

８
次
医
療
計
画
か
ら
考
え
る
人

口
減
少
と
医
療
格
差
〜
」
と
題

し
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
１
９

８
０
年
代
の
「
医
療
費
亡
国

論
」
か
ら
続
く
国
の
公
的
医
療

費
の
抑
制
手
法
や
、診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
の
動
向
、
第
８
次
医

療
計
画
や
地
域
医
療
構
想
、
そ

れ
に
伴
い
そ
こ
で
働
く
労
働
者

へ
の
影
響
な
ど
を
解
説
頂
き
ま

し
た
。
長
友
先
生
の
講
演
で
印

象
に
残
っ
た
フ
レ
ー
ズ
は
「
撤

退
戦
」。
農
村
地
域
・
へ
き
地

医
療
を
担
う
厚
生
連
の
使
命
と

重
要
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
湯
瀬
直
樹
事
務
局
長
の
基
調

報
告
で
は
、
今
集
会
の
サ
ブ
テ

ー
マ
「
誰
の
た
め
の
厚
生
連
医

療
な
の
か
」
に
つ
い
て
、
厚
生

連
の
病
院
は
地
域
に
根
差
し
地

域
と
の
交
流
を
大
切
に
し
な
が

ら
医
療
や
介
護
を
提
供
し
て
き

ま
し
た
が
、
近
年
、
現
場
の
状

況
も
変
化
し
本
来
の
厚
生
連
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
、
も
う
一
度

そ
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論

か
ら
設
定
し
た
と
本
集
会
の
意

義
を
強
調
し
ま
し
た
。
私
た
ち

が
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
現
場

で
働
く
プ
ロ
で
あ
る
と
同
時
に
、

社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
な
が
ら
、「
誰
の
た
め
に
」

働
き
、
行
動
し
て
い
る
の
か
。

そ
の
た
め
に
「
何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
」。
私
た
ち

が
力
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
そ

も
そ
も「
何
が
必
要
な
の
か
」

に
充
分
な
答
え
は
出
な
い
ま
で

も
、
皆
さ
ん
と
こ
の
集
会
で
論

じ
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
厚
生
連

の
未
来
を
語
ら
い
、
そ
の
意
義

を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
現
地
開
催
で
ス
タ

ー
ト
。
安
本
真
理
子
運
営
委
員

長
が
、
医
療
研
究
集
会
の
紹
介

と
共
に
、
医
療
研
運
動
の
意
義

と
課
題
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　
特
別
報
告
は
２
本
。
１
本
目

は
岐
厚
労
の
佐
藤
雅
俊
中
央
執

行
委
員
長
よ
り
、
岐
阜
県
厚
生

連
で
の
医
療
再
編
に
つ
い
て
、

岐
阜
県
内
５
つ
の
二
次
医
療
圏

で
の
医
療
資
源
の
偏
在
や
厚
生

連
の
状
況
、
再
編
に
よ
る
地
域

住
民
の
声
や
職
員
の
課
題
を
組

合
の
立
場
か
ら
ご
報
告
頂
き
ま

し
た
。

　
２
本
目
は
徳
厚
労
の
天
野
智

行
副
執
行
委
員
長
よ
り
、「
病

院
合
併
の
経
験
〜
吸
収
合
併
さ

れ
る
側
の
立
場
か
ら
〜
」
と
題

し
、
旧
阿
南
共
栄
病
院
と
旧
阿

南
医
師
会
中
央
病
院
の
合
併
時

基調報告
湯瀬直樹事務局長

長友薫輝先生
３日間

ご参加いただきました

西
南
支
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
「
み
ん
な
で
一
緒
に
４
０

０
０
歩
！
in
境
町
　
西
南
ウ
ォ

ー
ク
」
の
取
組
み
、
三
厚
労
鈴

鹿
厚
生
支
部
コ
ロ
ナ
禍
を
越
え

て
再
開
し
た
「
夏
フ
ェ
ス
・
ス

ポ
レ
ク
」
に
取
組
ん
で
、
岐
厚

労
西
美
濃
支
部
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
活
用
し
た
福
利
厚
生
の
取
組

み
を
報
告
。
参
加
者
交
流
企
画

と
し
て
の
「
社
会
技
能
訓
練
」

を
や
っ
て
み
よ
う
！
や
、
静
厚

労
の
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
現

地
か
ら
の
中
継
レ
ポ
ー
ト
も
行

い
ま
し
た
。

　
第
３
分
科
会
テ
ー
マ
は
病
院

を
地
域
に
開
く
〜
取
り
戻
そ
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
。
熊

総
労
の
新
歓
交
流
会
と
神
厚
労

の
退
勤
調
査
の
取
組
２
０
０
人

部員募集中です

岐
阜
の
医
療
再
編
と

徳
島
合
併
時
の
教
訓
か
ら
学
ぶ

じ
っ
く
り
し
っ
か
り
語
り
合
う

４
分
科
会
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

第
８
次
医
療
計
画
を
学
ぶ

　 

厚
生
連
の
未
来
を
語
ろ
う

誰
の
た
め
の
厚
生
連
医
療
な
の
か

徳厚労
天野智行副執行委員長

岐厚労
佐藤雅俊中央執行委員長

第１分科会　医療計画を学ぶ

第２分科会　鈴鹿厚生病院の社会技能訓練をやってみよう！

第３分科会　紙人形劇を終えて

佐久総合病院音楽部のお２人

第
４
分
科
会
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞

「組合員専用」ページで
レジメ・動画が
視聴可能

（パスワードは
各単組本部まで）

第
41
回
医
療
研
究
集
会
in
東
京

　
11
月
15
〜
17
日
に
か
け
全
厚
労
第
41
回
医
療
研
究
集
会
を
開
催
し
、
13
県
79
名

（
内
Ｏ
Ｌ
８
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
の
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
誰
の
た
め
の
厚
生

連
医
療
な
の
か
」
で
す
。
地
域
と
の
関
係
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
厚
生
連
医
療
を
担

う
私
た
ち
が
も
う
一
度
そ
の
意
味
を
再
確
認
し
よ
う
と
設
定
し
ま
し
た
。
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